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巻頭言

 大会誌と論文誌の分冊化に寄せて
A Vision resulting from separation of proceedings and articles

日本顔学会誌編集委員長　渋井　進
Susumu SHIBUI
（鹿児島大学）

Chief editor of the Journal of Facial Studies
Kagoshima University

　今年から私が編集委員長を辻美千子先生から引き継がせていただきました。よろしくお願い致します。さ
て、本年度第 15 巻から、大会誌と論文誌の分冊化がなされました。編集委員会自体は 5 年ほど前から関わ
らせていただいておりますが、既に数年前から大会誌（抄録集）と論文誌の分冊化についてのお話は出てお
りました。ですので、私が就任に伴って分冊を決めたというものでは全くなく、その構想や様々な手続き等
については、理事の中島功先生、辻美千子先生、編集幹事の舟橋琢磨先生をはじめとする皆様のお力による
ものが、今年結実したという流れでございます。そんな中で私が誌面をいただきますことに恐縮し、なおか
つこれまでの流れを全て把握しているかわからず、不安な側面もございますが、分冊化のメリットという形
で説明をさせて頂きます。

・その 1　持ち運びに便利
　これまでは大会時に抄録集を持参しようとすると結構重たいので、会場には持って行かずに、プログラム
だけを大会 WEB 上から別途印刷して持って行った会員も多かったのではないでしょうか。わたしはそうで
す。しかし、そうすると座長の時に事前に内容がわからず不便でした。ちなみに、手元にある昨年度の 14
巻の重さを測ってみると 557 グラムでした。最近流行っている iPadAir2 が 437 グラムなので、それより
もおよそレモン 1 個分重たいと言えるでしょう。顔学会誌はその性質上、写真や図等が多く、質の良い紙
を用いているということもあり、ちょっと持ち運びには重たかったかもしれません。これが、半分以下にな
りますので、今年からは表紙等を含んで 300 グラム程度になると思われます。これなら、文庫本 2 冊程度
の重さで、あまり負担にならなさそうです。

・その 2　編集スケジュールが緩やかに
　これまでは、学会抄録集を兼ねていましたので、投稿論文の査読プロセスに関する締め切りは大会開催日
から逆算して、その年々により異なりました。それゆえ、大会が早い時期に行われる場合には、よりタイト
なスケジュールが編集に求められておりました。査読はボランティアで行っておりますため、査読者の先生
方のお返事が滞ってしまうことは、どの学会誌でもあることで、ここ数年もぎりぎりの編集が行われており
ました。遠隔地にお住みの会員の方々には、大会会場への移動日等を含めると持参するのに間に合わないと
いうことも生じてしまいました。その点で、第 2 号の論文誌に関しては、比較的スケジュールが自由にな
ったと考えられます。現在のところ第 2 号は 11 月下旬の発送を予定しております。あまり遅くなるのは良
くないですが、余裕の有る査読プロセスを経ることが出来ることは、編集委員会にもメリットが有りますし、
投稿される会員の方々や査読者の先生方、皆様にとって良い流れであると考えております。

・その 3　誌面の充実
　前述した 2 点は、どちらかというと現実的、実用的な側面であり、本来の意義はこちらにあると言える
でしょう。分冊化により、まさにボリュームが増えるというメリットが有ります。今年、記念すべき 20 周
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年を迎えた顔学会の節目の年に、学会誌も 2 冊へという拡大を示すことは純粋に喜ばしいと思われます。
顔に関する学術的、社会的な関心は依然として強く、投稿論文の数も多いことから、いずれは論文誌を 2 冊、
あるいは何らかの特集号を別に企画して年 3 冊へ、という流れもあるでしょう。このような流れの中での
1 つの通過点として捉えることができるかもしれません。今回は第 1 号に、香原先生の追悼特集を企画させ
ていただきましたが、今後も会員の方々と共有できます様々な企画を挟んで行くことができればと考えてお
ります。
　以上の様に思いついた点を挙げさせていただきました。編集委員会では会員の皆様のご意見を十分に反映
しつつ学会誌の発展に貢献させていただこうと考えております。新たな取り組みで至らぬ点も出てくるかと
思いますが、会員の皆様の温かいご支援のもと、頑張って編集活動を進めさせていただこうと考えておりま
す。今後も是非ともご期待ください。

略歴 :
1974 年神奈川県出身　
東京大学大学院総合文化研究科博士課程修了。博士（学術）。大学評価・学位授与機構評価研究部、鹿児島
大学評価室、大学評価・学位授与機構研究開発部を経て、現在鹿児島大学教育センター高等教育研究開発
部准教授、学長補佐（企画・評価・IR 担当）。日本顔学会誌編集委員長、日本顔学会理事補佐（企画担当）、
鹿児島支部会長を務める。顔表情に関する心理学的研究、大学評価に関する教育工学的研究に従事。



香原志勢先生の人生と研究　顔学への貢献
The life and research of Prof. Yukinari Kohara,

with contributions to the study of face

国立科学博物館名誉研究員　馬場悠男
Hisao Baba, Researcher Emeritus, National Museum of Nature and Science

故 香原志勢 先生
（2008 年頃 80歳　成城のご自宅にて　禎子夫人撮影）

　日本顔学会の初代会長を 10 年間つとめられた香原志勢先生は、2014 年 11 月 16 日に永眠されました。
享年は 86 歳。直接死因は肺炎ですが、喘息や心臓疾患、少し前の脚の骨折が遠因としてあったようです。
　香原先生は、1928 年 6 月 4 日に東京で生まれ、旧制麻布中学、旧制都立高校をへて、1948 年に東京大
学理学部人類学科に入学されました。戦時中は、空襲で自宅が全焼し、母上と妹御を失くされました。
　1951 年に人類学科を卒業し、大学院に進んでから、1954 年に信州大学医学部第二解剖学教室の助手に
就職されました。1960 年には助教授に昇任され、解剖学と人類学の教育を担当されました。1970 年に立
教大学一般教育部の自然人類学担当の助教授に転職され、1973 年には教授に昇任されました。1994 年に
定年退職され、名誉教授の称号を贈られています。1998 年から 2003 年までは、帝塚山学院大学人間文化
部の教授として、人類学と人間行動学の授業を担当されました。
　香原先生は、日本人類学会内では、理事、キネシオロジー分科会代表幹事をつとめられ、さらに日本働態
学会初代会長に選ばれました。人望のほどが覗えます。
　先生には、ご専門の人類学とともに、顔に関連する優れた業績がたくさんあります。ここに、ご研究の姿
勢と結果の一部を紹介させていただきます。
　香原先生は、学生時代から、自然人類学と文化人類学の両方に興味を持っていらっしゃいましたが、大学
院は自然人類学に進まれました。基本的な研究姿勢としては、動物と人間とを比べて、人間の特性を理解す
ることでした。その方法としては、野外に出て姿・形と行動を観察し、熟慮の上で優れた洞察に至るという「考
える人類学」であり、その結果を達意の文章とともに模式図や概念図としてわかりやすく解説されました。
　最初に信州大学解剖学教室につとめられた際には、ヒトの形態と運動に関して専門的な論文を書かれまし
た。「伊豆青ヶ島成人の運動能力」人類学雑誌（1955）、鎌倉材木座発見の中世遺跡とその人骨」岩波書店

（1956）、「巨人症患者の生体計測報告」人類学雑誌（1957）、「生態学的に見た運動能力 :日本の山村について」
人類学雑誌（1959）、「人類学の立場からみた皮下脂肪研究」生物科学（1960）などです。なお、「栃原岩
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陰遺跡出土の縄文時代早期人骨 : 縄文時代早期人骨の再検討」Anthropological Science（日本語版、2011）は、
筆者もお手伝いして、長年の研究をまとめられたものです。
　その後、人類学の総説あるいは考える人類学としての記事や単行本を著されるようになり、やがて立教大
学一般教養部に移られました。「現代人間学 2 人と動物」みすず書房（1963）、「現代身体髪膚論」季刊人
類学（1972）、「日本人と自然」タイム ･ ライフブックス（1973）、「ロコモーションの進化 : 人類への道」
自然科学と博物館（1973）、「人類生物学入門」中央公論社（1975）、「人間という名の動物」小峰書店（1977）、
「化石人類」学習研究社（1978）、「高校社会科教科書における人類学 ･ 民族学関係の記述をめぐって」民
族学研究（1978）、「別冊サイエンス 人間」日本経済新聞社（1980）、「手のうごきと脳のはたらき」築地
書館（1980）、「人体に秘められた動物」NHK ブックス（1981）、「身体の履歴書」NHK 出版（1986）、「動
作 : 都市空間の行動学」講談社（1986）、「2 本足と 4 本足」福音書店（1987）、「人類学講座 9 適応」雄山
閣出版（1988）、「木のぼりの人類学」リヨン社（1994）、「人類学の読み方」雄山閣（2001）、「二本足で
立つってどういうこと」偕成社（2008）などです。これらは、顔を含んだ身体全体と周辺環境との関わり
方を扱っていますので、顔を考える上で広い視野を与えてくれます。

　「前進運動器の進化」　主な前進運動器は部位が変化し、ヒトでは一部が環境作動器になる。そのなかにあ
って、顔はいつも前端にあり、全身を養い、統御する。NHK 市民大学「身体の履歴書」 1986 年 日本放送
出版協会 13 ページより。

　「ヒトとカンガルーの顔の間取り模式図」　頭骨を家屋にたとえるならば、その内部は脳頭蓋 ･ 眼窩 ･ 鼻腔
･ 口腔などの間取りのとり方を考えなければならない。人間の頭骨は 4 階建てで、カンガルーのそれは 2 階
建てにすぎない。 NHK 市民大学「身体の履歴書」 1986 年 日本放送出版協会 72 ページより。
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　「寄せ木細工になぞらえた頭骨の違い」　一般哺乳類では、鼻は左右の上顎骨に挟まれているが、上顎骨が
いちじるしく小さくなった人間では、鼻だけ顔の中央に残り、高く突出する。NHK 市民大学「身体の履歴書」 
1986 年 日本放送出版協会 58 ページより。

　人類学や考古学に関する翻訳・監修書もあります。「人種」みすず書房（1957）、「人間を考える」南雲堂
（1970）、「攻撃性の自然史」ぺりかん社（1971）、「人類の進化」鹿島出版会（1972）、「シャニダール洞窟の謎」
蒼樹書房（1977）、「人類学との出会い」思索社（1977）、「人類誕生への道」タイム・ライフブックス（1977）、
「人類と文明の誕生」文理（1980）、「墜ちたサル」思索社（1981）、「埋もれた過去をもとめて」サイエン
ス社（1983）、「モンキー・パズル」HBJ 出版局（1984）などです。
　香原先生は、米軍の朝鮮戦争戦死者の法医鑑定に携わられた経験に基づき、「死軆の個人鑑別」人類学雑
誌（1952）を発表されています。そして、多くの肉親や学友の死に立ち会ってこられた経験を、「石とな
った死」弘文堂（1989、毎日出版文化賞受賞）、「死と生をめぐる思索」清流出版（2006）に書いていら
っしゃいます。
　顔に関しては、顔学のほぼ全ての領域を網羅した「顔の本」講談社（1985）が極めて独創的であり、顔
学の発展を予見し先導する働きをしました。この本は中公文庫から再出版されています（1989）。「顔と表
情の人間学」平凡社（1995）は、日本顔学会の創設と同時期で、「考える人類学」と「顔学」が融合した「香
原流人間観察学」の頂点と言えるでしょう。この本も平凡社ライブラリーの 1 冊として再出版されていま
す（2000）。
香原先生は、1995 年から 2004 年まで日本顔学会の初代会長をつとめられ、1999 年の「大「顔」展」では、
実行委員長をつとめられました。長年にわたるご指導とご厚誼に感謝いたしますとともに、ご冥福をお祈り
申し上げます。
　なお、香原先生の履歴と業績に関する資料は、先生の弟子である楢崎修一郎氏が提供してくださいました。
楢崎氏に感謝いたします。

故　香原志勢　先生
（1989 年 6月 5日　61歳 「賀寿記念会」にて　楢崎修一郎氏撮影）
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香原志勢先生を心から敬愛して
My reverence for the late Prof. Yukinari Kohara

国立科学博物館名誉研究員　馬場悠男
Hisao Baba, Researcher Emeritus, National Museum of Nature and Science

　香原志勢先生は、私にとって、物の見方、研究の指向性、さらに人生の過ごし方におけるお手本でした。
私が大学院生だったころ、先生は、ときどき人類学教室を訪れ、みんなにウイスキーやお菓子を振る舞って
くださいました。香原先生のお話は、テーマが広いだけでなく、わかりやすく、深い洞察とウイットが効い
ていて、みんな、すっかり魅了されました。
　香原先生を理解していただくために、畏れながら、香原先生と私が似ているところを挙げてみましょう（私
が香原先生に憧れてまねたということも多いですが）。医学部解剖学教室に 16 年間も勤務した後で、人類
学の講座に戻りました。研究の基本姿勢は、自然と人間を観察し、動物とヒトとを較べることでした。形だ
けでなく、動きと働きに興味がありました。アナログ・ローテク人間なので、数値ではなく、パターン化し、
概念図や模式図として、自分の理解内容を表しました。旅行と写真撮影が好きでした。CT データから復元
した頭骨を見ると、顔学会研究者の8人ほどの中では、先生と私の顔がとりわけ頑丈でした。体型も、骨太で、
胴長短足でした。なお、香原先生が「父親が亡くなり、火葬された骨を見て、骨太なところが自分と似てい
ると納得した」のは、私もそうでしたが、解剖学者 ･ 人類学者に共通する職業病でもあります。
　次ぎに、香原先生と私が似ていないところを挙げましょう。香原先生は、解剖が嫌いだったので（不得意
ではないが、鼻がつまって、長時間は俯けなかった）、形態学に特化せず、野外で観察し、考える人類学と
して、行動学・文化論・哲学に専門を拡げました。つまり、形態学を基礎として飛翔したのです。何時間で
も、何に関しても、聴く人を飽きさせず、お話しができました。駄洒落が上手で、ユーモアもたっぷりでした。
文章のセンスが良く、文学的才能がありました。賢明にも、自動車は持たず、運転免許も取りませんでした。
パソコンやメールは使わず、原稿は最後まで手書きでした。手書きでないと、リズムが狂って良い考えが浮
かびそうもないとのことでした。紙と鉛筆あるいは万年筆の織りなすハーモニーを愛されたのでしょう。
　香原先生の同級生で、定年前に亡くなった寺田和夫先生の葬儀で詠まれた短歌、「悲しみを 経に読みける 
僧の影の 落ちる場もなき 部屋の明るさ」は、斎藤茂吉と親交があった先生ならではの才能で、私にはまね
ができません。 
　先生は、ご家族の多くのご不幸にもかかわらず、いつも笑顔でいらっしゃいました。香原先生の笑顔を見
るだけで元気になる人も、たくさんいました。
　私は、解剖が好きで、骨と筋肉に密着し、比較機能解剖学と化石人類調査研究を専門とし、いつも形態学
に片足を置いています。話は2時間が限度です。駄洒落はできませんし、ユーモアもわずかしかありません。
私は、愚かにも、自動車が好きで、外国の調査で四輪駆動車を多用し、私生活でもエコカーを運転しています。
　たしか 1971 年、香原先生が、成城に、高低差を利用した斬新な設計による家を新築され、小田急線沿
線の人類学関係の若手住人を招待してくださったことがきっかけで、「小田急会」という親睦会が始まりま
した（私が幹事役です）。このような、私的な集まりは、先生の人望があってのことでした。なお、このとき、
先生は、顔の設計を家の設計になぞらえるアイディアを考えられたようです。
　1977 年、香原先生は、タイムライフブックスの「人類誕生への道」を翻訳しないかと、私を誘ってくだ
さいました。先生 49 歳、私が 32 歳でした。そして、私の訳文を徹底的に直してくださいました。でも、
私の「歯の並んでいる頭こそ、アロサウルスの商売道具だ」という訳を褒めてくださり、「馬場さん、翻訳
が好きでしょう」と言ってくださいました。本当に嬉しく、今でも憶えているくらいです。私にとって、文
章で初めてお金を稼いだ経験でした。
　香原先生は、1988 年に人類学講座 9 巻「適応」の総監修をして、「人類適応論」を執筆されました。私にも、
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「直立二足歩行への適応」を書かせてくださいました。そのなかで、私なりに、広く動物を見て、ヒトの独
自性を考えました。もちろん、先生も私も、数値ではなく概念図や模式図を多用しました。
　2011 年、先生の晩年に、先生にとって信州大学時代以来の懸案だった、縄文時代早期「栃原人骨」の研
究を一緒にまとめさせていただき、多少とも恩返しができました。
　香原先生は、子供の頃は健康優良児だったので、体力があり、相撲が強く、短距離走は速かったとのこ
とです。メキシコ市の地下道で、強盗に襲われたときも、鞄を振り回し、大声を上げて撃退したそうです。
二十数年前、旧石器遺跡の聖岳洞窟へ行くために急峻な斜面を登りましたが、先生は若者にも負けない健脚
でした。先生は、若い頃、何でも食べたそうで、縄文人のような鉗子状咬合に近い噛み合わせをしていまし
た。人類学研究者あるいは顔学研究者としては、誇りに思って良いでしょう。
　先生の教養の講義を受けて、あえて専門を変え、人類学を志した 3 人の教え子がいました。成城大学で 1
人、早稻田大学で 2 人です。それぞれ、研究者として活躍しています。
　香原先生の人類学は、観察し、考え、洞察し、本質を理解するという「考える人類学」であり、インパク
トファクターを高めようとする論文とは対極ですが、事実を明らかにする力は素晴らしいと言えます。とく
に、ウインクや眉挙げに関し、行動心理学的特性だけでなく、生物学的な集団差を見抜いた洞察力には、み
んな感服しています。
　香原先生は、達意の文章とともに、秀逸なタイトルと見出しを工夫されました。一流のコピーライターで
もありました（哲学者で編集者でもあった父親譲りでしょう）。「人体に秘められた動物」、「人間という名の
動物」、「動物は人間の水鏡」、「身体の履歴書」などです。とくに顔に関して、「はじめに口ありき」、「顔を
設計する」、「顔は視るもの視られるもの」、「近くは寄って眼にも見よ」、「人類は歯で滅びる」など名文句が
あります。
　日本顔学会では、学会創設よりはるか前の研究会のときから香原先生が活動の象徴的存在でした。私は研
究会には後になって入れてもらったのですが、私が親しくしていた香原先生が原島博先生、橋本周司先生、
山田寛先生、村澤博人さんたちから尊敬されていたので、私も大きな顔をして加わらせていただきました。
さらに、図々しくも顔学会設立にも関与させていただきました。「虎の威を借る狐（猪か）」と言われてもや
むを得ないでしょう。　
　香原先生は、「日本顔学会に参加できたことは、老後に素晴らしい楽しみを与えてくれたことで、顔学会
関係者に大いに感謝している」とおっしゃっていました。
　先生が入院されてから、お見舞いに伺う前に奥様に電話をかけたら、奥様は「気力が萎えかけているから、
毎日、叱咤激励しています。馬場さんが行ってくれれば喜ぶでしょう。励ましてやってください」とおっし
ゃいました。香原先生は、優しいだけでなく、極めて剛胆な強い人でしたので、病の厳しさを実感しました。
もっとも、病室でお目にかかると、先生は、相変わらずサービス精神が旺盛で、気丈に振る舞われ、むしろ、
こちらのことを気遣ってくださいました。天国でも、先輩同僚に囲まれ、巧みな話術でみんなを楽しませて
いらっしゃることでしょう。
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香原志勢先生を偲ぶ
We remember Prof.Yukinari Kouhara

原島　博
Hiroshi Harashima

　私が香原先生のお名前に初めて接したのは、今から 30 年前の 1985 年でした。その年に香原先生が執筆
された「顔の本」（講談社）、それは私の研究者人生を変えました。ちょうどその頃、私はテレビ電話に関連
して顔画像処理の研究を始めていましたが、「顔の本」に接して、人の顔そのものに関心を持つようになり
ました。「顔の本」は先生のご専門の人類学の域を遥かに超えて、人間学そのものでした。それは私のバイ
ブルとなりました。そのときから、香原先生は私の心の中で恩師になりました。
　その香原先生に直接お会いしたのは、6 年後の 1991 年 6 月でした。共同研究をしていた心理学の山田寛
先生とともに学際的な顔の合宿ワークショップを企画して、香原先生にご出席をお願いするためでした。
　当時香原先生が在籍しておられた池袋の立教大学そばの喫茶店でお会いしました。実はそのとき私はかな
り緊張しておりました。と言うのも、「顔の本」に著者紹介として載っている先生のお写真が、学問に対し
て厳しく向き合っておられる恐い大先生に見えたからです。
　でもそれはお会いしたすぐに杞憂であることがわかりました。大先生であるのにも関わらず、笑顔たっぷ
りのお顔がそこにありました。お会いしてすぐに、（失礼ながら）香原先生のファンになってしまいました。
　その年の 8 月に軽井沢で開かれた「ワークショップ顔」は、まず香原先生の「顔の進化」と題する講演
から始まりました。出席者一同、顔の面白さを堪能しました。そしてそれは翌年の 1992 年 3 月の「シン
ポジウム顔」の開催に引き継がれました。その後、毎年 3 月にシンポジウムが開催され、1995 年 3 月に「日
本顔学会」が発足しました。
　当然ながら、初代会長は香原先生にお願いしました。香原先生は、先生独自の言い回しで「こんな顔でよ
ろしければ、顔学会の顔になります」と、快く引き受けてくださいました。その後 10 年にわたって会長を
務められました。
　今から思えば初代会長を香原先生にお願いして、本当に良かったと思っています。顔学会の顔としてだけ
でなく、心にもなっていただきました。香原先生が提唱されていた「人間学としての顔学」、それが日本顔
学会の方向を決めました。いま顔学会は、多様な専門分野の研究者が、それぞれの立場から人間学としての
顔学の構築を夢見ています。
　これとは別に、個人的にも香原先生への特別な想いがありました。実は香原先生は私の母校である麻布中
学・高校の大先輩でした。先生は 1945 年 3 月に麻布中学を卒業しておられます。私はその半年後に生ま
れて、1964 年に麻布高校を卒業しました。
　20 年近くの歳の差はありますが、香原先生は同じ学校で学んだことを、非常に喜んでおられました。顔
学会のような変な学会に情熱を燃やすのは、同じ血が流れているからかもしれないともおっしゃっていただ
けました。私としてはそのことがとても嬉しく、顔学会に感謝したい気持ちになったことを覚えております。
　その香原先生ともうお話しができなくなってしまいました。日本顔学会は今年で 20 周年を迎えます。そ
の記念事業の一つである「顔の百科事典」では、香原先生にその主要部分を執筆していただく予定でした。
それもできなくなりました。何よりも完成した「顔の百科事典」を香原先生にお見せできなかったのが残念
でした。
　もう一つ心残りがあります。足腰が弱られて外出が不自由になられてから、香原先生と直接お会いする機
会はあまりありませんでしたが、亡くなられる 2 か月前に奥様代筆のお手紙をいただきました。それはそ
の年の顔学会大会（フォーラム顔学）に出席できない旨のお手紙でしたが、大切に思えば思うほどなかなか
返事を書くことができず、そのお手紙を持ち歩く毎日が続いていました。その矢先の先生の訃報でした。

― 9 ―

日本顔学会誌十五巻一号



　先生、本当に申し訳ありませんでした。いまここにお返事を差し上げます。遅れましたことをどうぞお許
しください。
　香原先生。ていねいなお手紙をありがとうございました。いただいた先生のお手紙の中に、次のようなお
言葉がありましたね。
　『体重も六十八キロから二カ月で四十五キロになりました。先日シャワ室で鏡に写った私はガンジーの様
なあばら骨、しわだらけの体の上にあまり変わらない顔をのせて我が身を見ているのでした。体は衰えても
顔は元顔学会会長の最後の勤めなのかもしれません。（中略）というわけで、手、足が不自由な身ですが、目、
口（食・言葉）、耳そしておそらくは脳の機能はあまり変わらないでおります。これからも顔についてはじ
っくり考えを進めていきたいと思っています』。
　そうなのです。先生はいまでも日本顔学会の顔なのです。日本顔学会の会員一同、先生とともに顔につい
て考えていきたいと願っています。これからもどうぞよろしくご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。
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初代会長香原志勢先生を追悼して
A Memorial Address 

for the Founding JFACE President Yukinari Kohara

日本顔学会会長 輿水大和（中京大学）
Hiroyasu Koshimizu, JFACE President

　1995 年 3 月 7 日に日本顔学会が誕生しました。世にも稀なるこの学術団体の発足は、よくよく沈思して
みると極めて大胆かつ画期的であり、かつそうあらねばならない運命を背負って誕生した特別な出来事であ
ったと思います。香原志勢先生は、その多くの準備と勇気あるキックオフを初代会長として実に骨太に、し
かしすこぶる柔和に率いてくださいました。この度の香原先生のご逝去は、約 20 歳を迎えているものの未
熟なこの日本顔学会にとって、筆舌に尽くしがたい大きな痛手であります。先生からこれまで頂戴したご指
導とご恩に心から御礼を申し上げ、また、深甚なる哀悼のまことを捧げたいと存じます。本当にありがとう
ございました。

　香原先生のご略歴やご業績を丁寧にお讃えすることも大事な追悼のよすがかも知れませんが、それらは諸
賢のお言葉にお委ねして、個人的に忘れられない香原先生のことを一言だけ書かせていただき、顔学会にと
っての先生のお姿をお偲び申し上げたいと思います。
　先生は、若輩の私たちによくお電話をくださいましたし、直筆のおはがきを折々に下さいました。2012
年に会長を拝命したときのことでした。ちょっと叱られました。余ほど肩に力が入っていたのかと思います
が、その年の学会誌に顔学に対する持論を盛り込み過ぎた、どう考えても長文すぎる巻頭言を掲載させてい
ただきました。
　『会長は顔学会の帽子でもあるから、あまり顔を出しすぎたり喋りすぎないほうがよくないですか ?』　
　まるで実の父親や祖父からのように諌めてくださったのかと思いました。忘れることができません。頂い
たおハガキにあったこの先生のお言葉を改めて今も反芻しなければと思っていますし、同時に、若い実務型
の会長の姿というのもこれからは模索しなければならないのではないかとも思うところもあって、香原先生
のお顔を思い出しながら心中揺れて動いている今日この頃であります。顔学会という新しい姿の学術集団に
とっては格別に、子や孫の行く末を思う岳父のような先生の佇まいを決して忘れてはいけないのかもしれま
せん。

　日本顔学会は、香原先生から多くの宿題を、それもそこらの事例を真似しているばかりでは突破口の見え
ない高級な課題をいただいていると思います。
　『顔学という学術の姿はどんなふうに見えていますか ?』、『顔学のカリキュラムの姿は見えていますか ?』、
顔学会は社会に向けてよき働きができていますか ?』、『笑顔の溢れる学会になっていますか ?』、……。
　私たちは先生の柔和で優しいお顔と凛々しくも骨太な佇まいを思い出しながら、それを昼間には雲の柱と
し、夜の闇のときには火の柱と信じて、出来事としての日本顔学会という舞台にて、それらの課題に懸命に
応接していきたいと願っています。
　香原先生、本当にありがとうございました。そしてこれからも見守り導いて下さいますようにお願いいた
します。
　先生のご冥福を祈りつつ、深く合掌。
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顔学への情報科学・工学的メッセージ（+）

福村晃夫
Teruo FUKUMURA

名古屋大学・中京大学誉教授
フォーラム顔学 2015 大会長

Emeritus Professor of Nagoya University and Chukyo University
General Chair of JFACE2015

本寄稿論文掲載の序言
　本寄稿論文の著者ご自身（のお身内）より、『健康上の理由により、最終稿に至らずできれば辞退したい
が、本草稿の取り扱いについてはお任せいたします。』とのご意向を受けて、著者の身近なところにおられる、
中京大学の輿水大和氏に校閲も含めてその後のご対応をお願いしたので、ここに掲載します本特別寄稿論文
に関する若干の経緯として編集委員会からのご報告といたします。福村晃夫先生におかれましては、ご多用
な中にもかかわらず玉稿を賜り深く感謝申し上げます。有難うございました。
 （学会誌編集委員会委員会委員長　　渋井　進）

〈編集委員会からのお断り〉

お願いしておりました筆者最終校正原稿を反映できないままの印刷となりましたことをお詫びし、編集委員会の責

任で、次号（Vol.15、No.2）にて善処させて頂きます。

構成・目次
1.　まえがき　― 顔の体験 ―
2.　顔のセマンティックス
3.　顔の形成と表情の発生
4.　顔のパターン認識と表情の理解
5.　顔学とヒューリスティックス
6.　むすび　― 顔学はその人のため ―

凡例　原文に忠実に清書したが、やむをえない場合に限って、（+）加筆　および　（*）判読　を行った。

1.　まえがき　― 顔の体験 ―
　それは、そこ（+ 顔）を患った人しか分からぬ激烈な痛みであった。術後の患部から発して全身を引き裂
くように走る痛み、意識は痛みよ去れ（*）というのだが、身体はこれを執拗に離さない。このことを “（精
神の）身体性 ” というのだとしみじみ分かり、と同時に、いったん身体を離れた言葉が、身体への “ 接地 “ が
無くなり、いかに宙に浮いたものかということも分かった。
　情報科学・工学（+ 情報科学・工学、とした。以下同様）は、記号言語を扱う学問・技術である。そこで
は対象となった言語を実世界、あるいは身体に接地することが、しばしば重要な問題となる。人間が持つ自
身の表現媒体の中で顔ほど身体と心を豊富に表すものはあるまいという観点から、痛みのひきつけ顔をつく
った顔と身体の執拗さを味わった事実と体験を想起しつつ、顔に関する学問、つまり顔学というものを情報
科学・工学の視点から眺めてみた。
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2.　顔のセマンティックス
　情報のことを「情報に環境の変化によって現れ、その受け手の行為（体験に基づく）を介して意味を伝える」
と定義することがある。情報は物事の知らせだけでなくて、物にまつわる行為を誘起する効果を捉え、その
ことで情報の意味が伝わるという考え方がある。形式的に書けば、

情報　→　〈意味〉（行為） 式（1）

のように表される。
　これは、情報の受け手の内部に関する形式である。この式の意味を、以後、“ セマンティックス ” 呼ぶこ
とにとする。情報の伝送には、例えば情報の送り手の「意図」を表すような信号は受け手の内部でのみ受容
されるという枠内（*）で、情報のセマンティックスは、情報の受け手のみにおいて生じるという仮説が設
けてあることに留意しておこう。（+）顔が見れることは、情報の発見だから、ある受け手の眼前に “ ひきつ
り ” が現れたとき、“ しかめ面 ” をしたとしてしまう。上式（1）に従えば、例えば式（2）、

引きつり顔　　　→　　〈とても痛そう〉（しかめ面）
   （送り手）　　　　　　　　（受け手） 式（2）

のようになる。“ 引きつり顔 ” に対して “ しかめ面 ” に対向させたのは、ミラーを覗けば（*）あながち思い
つきのことではない。しかめ面から〈とても痛そう〉のセマンティックスを引き出したのは、実験者の意味
解釈を創出したが、之には誘引関係にある行為を特記（*）することは、一般的には、容易なことではない。
顔を描くソフトロボットを開発するのであれば、人間相手の学習実験が欠かせない。また、人にはとてもわ
かりやすいことといっても（*）内容は実に様々である。信号が者（*）に変わる時が一番に動き出したこと
は、セマンティックスはルールの存在である。法廷で裁判長が発行して始めたことを傍聴人一同の顔を緊張

（*）の走ったマンティックスは判決文の解説につながり、判決を宣言する判決から注意を強めたことを一同
の視線が被告人に集中したとのセマンティックスは、被告人の応動行為を見るためである。
　では、その受け手の役をこなすソフトロボットが開発できたとしよう。これが、受けては以下のようなも
のになるであろう。

表 1　情報、パターン認識、行為、セマンティックス
情報 パターン認識 行為 セマンティックス

顔に出会う 顔のカテゴリ
“ひきつりの認識 ”

しかめ面をする しかめ面のセマンティックス
を言語化する

　この表 1 の内容（式（1）の発現）を実験者が通常の人間の立場で観察したとき、つまり送り手と受け手
の顔を観察した後、受けての反応行為が自己のセマンティックスに近いから、しかめ面につきまとうセマン
ティックスの言語化を観察したとき、「受け手は送り手の顔（情報のセマンティックス）と「理解した」と
判断することに（*）にする。
　ソフトロボットが現れた顔を「引きつり顔」と判定しても、それはここまでの話でセマンティックスの理
解にはならない。その気になることを写す（*）には、このカテゴリにつながる対応行為、例えば “ しかめ
面を「する」” という行為につながって、その行為のセマンティックスを読んではいない（+）。情報科学・
工学（+）の立場からすると、すべての事柄は言語化されていることが前提とする。

3.　顔の形成と表情の発生
　上記 1 章、顔の体験の話にもどると、もともと身体外部の原因があったにせよ、身体内部に発した感覚
は脳に入って神経回路の認知につながる、ある状態をつくる。この状態は執拗に当事者を解放しない情動を
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作り出し、それが顔の引きつり状態を形成すると考える。つまり、顔の造作をつくり上げるものは、情動で
あるとする。（*）そして、感情という心の状態が誘発され「痛い」の表情になり、それが言語という意識が
執拗に伴うという一連のプロセスのモデルを考える。このプロセスは、例えば「引きつり顔」が神経と生理
のメカニズムによって「形成」されて、これにもとづいて送り手の顔に発生して「痛い」の表情が送り手の
言語として受け手が読み取って（*）、そしてそれが読み手の中で言語になるまでの諸段階を、階層の異なる
いくつかの状態図の推移で記述することができる。この図式で示すと、（図 1）のようである。通常、異階
層間の推移は「創発」と呼ぶと思うが、ここではこれを前項で述べた、セマンティックスの伝送とみなす。

図 1　顔の形成と表情の発生
〈図のキャプション〉　たとえば顔認識コンピュータは、オートマトンモデルは、オートマトンにはアルゴリズムが、アルゴリ
ズムには計算手順をプログラムしたものになる。これでプログラム記述できた。プロセッサは、すべてアップした。逐次的行
動が並列的とみなせるものが少なくない。従って、顔学にこれを組み入れることも効果的である。

図 1 で A 状態→ B 状態とかかれていると S について、式（1）の形式では、

A　→　〈S〉　b（B） 式（3）

となる。つまり A 状態（情報量に相当）となったとき、B 状態（受け手に相当）では行為 b が形成されて、
セマンティックス S が発生こととを暗黙に示している。ここで、セマンティックスは受け手の側にこれを発
生するとして留意したい。この記述は設計者の立場で行われる。それゆえ、情動状態→顔状態までのセマン
ティックスは、意識下の減少を記述すると言える。（例えば、神経科学はつくる用語など）で設計者が記述
することになる。
　表情は自分には見えないが、見る人（受け手）がいる。従って、ここからは送り手の外部のみへの表出が
行われ、言語（音声言語、記述言語とも）は自己内外で受信 ? 可能である。
　生理学では、身体が感情（心理）に時間的に先行するという定説がある。しかし、表情と身体、心理との
係わりは、複合的であるとして、そのように、上図、図 1 に示してある。

4.　顔のパターン認識と表情の理解
　2.の項で述べたように、顔のパターン認識は顔の意味理解の前提条件であって、その内容はその他のパ
ターン認識と変わらない。
　パターンは本質的に “ 質的 ” であって、それは人間には弁別可能であるが、数値表現の外にある。それを
数値化するのは計算に基づく科学の常道であり、従って何をどう数値化するか、すなわち、特徴パターンの
選択が数学モデルの良さを左右することは周知のとおりである。
　本来 “ 質 ” である顔パターンの認識は人の暗黙知によると言われている。暗黙知は言語による表現が困難
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な知能であるから、認識プロセスを数値化するには、パターンの分節化（セグメント化）が各分野で色々工
夫されてきた。顔学の場合も恐らく同じで、例えば髪形、輪郭、顔部品、部品配置、色彩、グラデーション、
コントラスト、? 眺望濃淡、艶など等は分析の対象になるのではなかろうか。
　画像の分析というと空間スペクトル分析などが考えられるがこれは数学であり、一方、分野は
demarcation? することである。顔の分析とは、顔部分への分解ととらえるべきではないか。顔の分析の裏
を返せば、顔の合成がある。「ひきつり顔」を合成するには、作為的にひきつらせ顔を集めてその平均顔を
合成させるのでなく、見る ” 人 ” が顔をしかめて “ とても痛そう ” とセマンティクスを述べる ? 述べること
ができるほどの顔をつくること、つまりセマンティクスに基づく合成が、有効 ? 有意味なのではなかろうか。
そこには、顔の創性 ? の課題が接続 ? 接交している。
　顔学の最大の関心事は表情であろう。表情は「顔を読む」という言葉に置き換えられることがあるが、こ
れは顔を見る者が見た印象を言葉で表すことであり、3.の項でこれをセマンティックスの言語化と述べた。
そのことをソフトウェアエージェントに行わせるには、前述したように顔のカテゴリー（パターン認識の結
果）と行為、行動とセマンティクスの関係を知識として学習させておかなければならない。エージェントが
顔に接したときそれを認識して、さらに知識のリストを用いて対応する行為を探索し、それが伴うセマンテ
ィックスを言語を用いて表出する（表情を読む）。ここで、エージェントが表情を理解したことが客観化さ
れる。このことは、2.項でも述べた。
　セマンティクスを他者に伝えるには、情動の○○○情報の観点からは、言語を用いるしかない。この言語
は、ひきつり顔の例を用いれば、“ とても痛そう ” という受け手のセマンティクス言語化は、受け手の顔を
しかめる行為と合わせて送り手の “ ひきつり顔 ” という身体性に……性を持つ、つまりこの言語は接地して
いる。ということは、言語を実世界に根付かせるには、意味理解まで足をおとさねばならないことを示唆し
ている。顔学は、このことを実証してくれる。（図 2（イラスト））
 

（引きつり顔）　　　　　　　　　（しかめ面）

図 2（イラスト）　ひきつり顔　と　しかめ面

　外部の観察からすれば、受け手は「怒り顔を見て恐れてたじろいだ」と見るだろう。このようにふるまう
エージェントをつくるには以下のような知識の用意をしなくてはならない。
　十分な数の顔カテゴリーの認識手法、十分な数の行為認識手法、あるいは十分な数の体験（行為の代行）
の記憶。これらの知識の用い方は、エージェントがある顔に出会うとまずその顔のカテゴリー認識を行い（通
常のパターン認識）、そのカテゴリーと行為リスト中にある行為へのリンクをたどる。リンク先が観察され
た行為のパターン認識・理解したかどうかは。第 3 者の観察にまかせるしかない。
　顔のセマンティクスを理解するエージェントを考えてみると、第 3 者からみて「エージェントが怒り顔
に接するとたじろいで青ざめた表情をする」といったことであろう。
見た第 3 者は、エージェントは怒り顔の意味を理解しているものと受け取らないであろうが、エージェン
トに “ 怒ってる、こわい ” と発語すれば、意味理解は完全に伝わる。
　エージェントにこれだけのことをさせるには、次のような知識によるのではなるだろうか。

（1）顔カテゴリーのパターン認識の手法
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（2）顔カテゴリーに対応する行為のリスト（行為の中には体験も含むものとする。）
エージェントが顔を認識してカテゴリーを決める。例えば怖い怒り顔である。これは通常のパターン認識で
あり、ソンママでは意味は出て来ない。えーじぇんとは、このカテゴリーかあら張られる行為へのリンクを
辿り、ある一つの行為（“ たじろぐ “）に到達する。
　これにはセマンティックス（「怒り顔））が付してあったとする。いま一つ行為に「あをでめる」（*）であ
ったとする。これにセマンティックス（「怖い顔」）に付してあったとする。この二つのセマンティックスを
合成すると「怒って怖い顔」になる。このセマンティックスは、外部の第 3 者に見えない。しかしエージ
ェント内では「たいらき」（*）の動作と「青ざめる」表情をつくる手法を有していなければならない。第 3
者は、行為しか見えないからである。結局エージェントは、ある範囲のカテゴリーの顔認識と顔カテゴリー
に対応するセマンティックス行為（体験）のリストと、セマンティックスに対応する行為の生成手法を持た
なくてはならない。セマンティックスはエージェント内部で行為を生成し、これを介して間接的に外部に伝
わる。
　結局、顔のセマンティックスを理解するエージェントを作成するが、顔のパターン認識に加えて、顔つき
の生成を含む表情の生成アルゴリズム（*）が加わるセマンティックスは表れてこないが、セマンティック
スは、意味を言語表現したものである。（*）

5.　顔学とヒューリスティックス
　人工知能の分野でヒューリスティックス（発見的方法）と呼ばれる計算法が現れたのは随分過去の話であ
る。これは、ゴールを目指すシステムがある段階にいて次のステップを選ぶとき、ゴールに到る最善の方策
であることは保証されないが、周囲の状況を見るかぎりで最善と計算される方策を決定する、という実効的
な計算法（例えば、山登り法）である。「現実世界の現在（+）にいて未来を完全に見通せるわけがない。生
きとし生けるものは、全てヒューリスティックスに環境に適合してきた。間違えばやり直せばよい。それが
環境への対応を学習する最適なのだ。」という考えがヒューリスティックスの底流にある。
　この考えは価値を有する学問すべてにつきまとう。物理学は数学の言葉で理論を講ずるから価値を持たな
いが、他のほとんどの学問は価値を持つから、そこで採れる方法は可能な限りで最善を追う実効的なものに
ならざるを得ない。そして、工学はその最善の（*）高品質化を追い、人と（+）物事に役立つものをつくる
から価値を持つ。
　顔学も、生きる人間を対象とするからそのままで（+）価値を持つ。もともと顔自体（のありよう）が、
自然環境への実効的な適応の結果であろう。顔を認知する神経回路の構成も、神経生理学的な環境に合わせ
てヒューリスティックスに行われたのかも知れない。ヒューリスティックスの計算は、ゴールに対する現段
階の状況の良さを定量化する評価関数を用いることでて計算される。将棋ソフトは、プロ棋士たちの知識を
取り入れたそのような（+）評価関数を磨き上げたことで滅法強くなったといわれている。顔学でも、段階
を追って作業を進める（アルゴリズムである）プロセスがあるだろうから、似顔絵作成にては、“ 特徴的な
似ている ” 顔をコンピューに描かせることがコールであり、そのゴールに向けて顔パーツ（*）（部分顔）の
選択が逐次的に行われる。このゴールを物理的に表す方法が見つからないとして、心理尺度を持ち出して評
価関数を設定するのがまずは未了であるが（*）ヒューリスティックス的なやり方である。計算の物理量の
都合から、パラメータの数を打ち切るのもヒューリスティクスの考えである。
　ところで、このヒューリスティックスは、誰が与えたのか。物理学には「自然観測」なるものが厳然と存
在する、これは物理学が与えた普遍的なものである。ヒューリスティックスは、自然観測と同じように普遍
的でありこれを与えたのは、価値を追う学である。

6.　むすび　― 顔学はその人のため ―
　手、足、からだ、目、耳など、人間の表現に関する諸器官のうち、身体性や名性（*）、感性が最も融合し
ているのは目、口などを包含する顔であろう。それ故に、顔学がある。とはいえ、この顔学は何のためにあ
るのか。
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　顔学は、顔の分析と合成のゴールを追うが、この利用の効用を顔学が大事にしながらも、顔学が純粋に学
問であることを追えば、このゴールは、“ 質 ” に関するものだと思う。一方、学問は学問から外に出て人間
社会に混在されるべきで、ここに学問から外に出た「何人のため ?」という問いがある。顔学は何のために
あるのか、色々と説はあると思うが、ここでは生活のための QoL を取り上げる。
　対面相手の顔分析を基に、相手の身体の手入れをする（医療）、相手から見ての自分の顔の分析を基に自
分の身体に手入れをする（化粧）、これらはいずれも QoL の例である。これに対して対面相手として、知性、
感性、身体を包括的に備えた QoL に貢献するものを創作する分野がある。その一例がサービスロボットで
ある。これを一般化して、知的エージェントと呼ぼう。この開発例はすでに色々あり、感性サービスをする
ものもある。しかし将来、それらが暮らしの相手としてより親和力のある対面者なるには、実張り顔、瞳、
諸仕草とともに、付き合いのよさを読めるかどうかが重要な（+）ポイントになるだろう。
　ロボットの人間との類似性の尺度の評価の中に、人に似させてかえって評価が極度に下がる、いわゆる “ 不
気味の谷 “ がある。アンドロイドはこれを実証するものだ。（+）
　音声合成がつくる声は “ 誰か ” の声であれ、しかしちょっと思うが、知的エージェントは、actual に身体
性を備えてそこに対峙する。その顔を追うのは創作ではないだろうか。だから、そこには夢がある。それが
どんなものか概説した。（+）

《 あとがき /清書お手伝いの記 》
　編集委員会から直筆原稿を託され、玉稿の清書という重い任務をお引き受けしました。もちろん、この原
稿のその後の取り扱いについては福村先生から、『お任せします。』とのことであったことから、このような
こととなった次第であります。
　玉稿の読み解きのそこここにて、力足らずで、筆記文字の判読にも難があったかもしれないし、時には文
脈から推し量っての読解に拠ったので、お寄せ頂いたメッセージのニュアンスを適切に再現できていないと
ころがあるかも知れないと恐れてもおります。しかし、これは先生ご自身からいただいた教え子への宿題で
もありますから、そのことに免じて、その出来栄えが満点を下回ったとしてもそれはよくあることと、何卒
ご寛恕いただきたくお願いいたします。
　なお、この間、中京大学人工知能高等研究所の田島景加さんに協力いただいた。また、最終校正のタイミ
ングで開催された理事会で同席した原島博氏にお目通し頂くことができた。記して深く感謝いたします。
 （2015 年 8 月 輿水大和）
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福 村 晃 夫

昭和 20 年旧制広島高等学校甲類卒業
昭和 24 年名古屋大学工学部電気学科卒業
昭和 41 年工学博士

昭和 24 年 8 月～昭和 60 年 3 月名古屋大学工学部　教授
昭和 56 年 4 月～昭和 60 年 3 月名古屋大学大型計算機センター　センター長（併任）
昭和 60 年 4 月～平成 2 年 3 月中京大学社会科学部　教授
平成 2 年 4 月～平成 6 年 3 月中京大学情報科学部　学部長
平成 6 年 4 月～平成 12 年 3 月中京大学大学院情報科学研究科　研究科長

昭和 46 年 4 月～ 47 年 3 月インホメーション理論研究会委員長
昭和 47 年 4 月～ 48 年 3 月オートマトン研究会委員長
昭和 48 年 4 月～ 49 年 3 月オートマトンと言語研究会委員長
昭和 56 年 4 月～平成 5 年 3 月日本 ME 学会評議員
昭和 56 年 4 月～昭和 59 年 3 月文部省学術情報センターシステム開発調査協力者会議委員
昭和 59 年 4 月～昭和 61 年 4 月情報処理学会理事
情報処理学会コンピュータビジョン研究会委員長
昭和 59 年 4 月～昭和 62 年 3 月文部省特定研究「多元知識情報の知的処理と統合化に関する研究」研究代
表者
昭和 59 年 5 月～ 60 年 4 月電子通信学会評議員
昭和 59 年 5 月～ 60 年 4 月電子通信学会東海支部長・電子情報通信学会における所属委員会等
昭和 60 年 12 月～平成 12 年 3 月東海エーアイ研究会会長
昭和 60 年 12 月～平成 14 年 3 月東海ニューメディア懇談会会長
昭和 61 年 7 月～ 63 年 6 月人工知能学会会長
昭和 61 年 7 月～平成 2 年 6 月大学設置・学校法人審議会委員（大学設置分科会）
昭和 63 年 7 月～平成 17 年 3 月学術情報センター参与
昭和 63 年 10 月～平成元年 9 月科学技術専門委員（研究評価ワーキンググループ）
平成 2 年 10 月環太平洋人工知能国際会議 GeneralChairPerson
など
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 硬軟ふたつの所感
Hard and Soft Looks

辻　敬一郎
Keiichiro TSUJI

名古屋大学名誉教授
Emeritus Professor of Nagoya University

学術の動向と組織

Ⅰ．科学史におけるひとつの転換 ― 序に代えて ―
　前世紀末にかけて学術界に起きた潮流のひとつに、19 世紀に確立された学問体系の再構築がある。
1900 年代半ばに発する学際領域の創出がそれである。筆者の専攻である心理学は、脳神経生理学や行動生
態学など生物科学、言語学や経済学など人文・社会科学の双方に接点をもち、分野連携に中核的役割を担い
うる分野である。
　19 世紀半ばすぎ、総合の知としての哲学と個別科学としての生物学・生理学から産声を上げた心理学だ
が、以降「心」をブラックボックスとみなし、刺激と反応の関数関係あるいは反応相互の相関関係にもとづ
いて「心理モデル」を仮設し、実験や調査を通じてその検証を図ってきた。当時は、このようなアプローチ
やその成果が脳内事象の探究に貴重な手がかりを提供し、ある意味で脳研究を先導するともいえる状況にあ
った。他方で、社会的諸現象に潜在する法則性を明らかにする役割をも担ってきた。いささか手前味噌だが、
このように心理学は、自然科学と人文・社会科学の双方に軸足をおいて学際化に影響を与えたのである。
　冒頭に述べた再構築だが、既存の個別科学の領域分化が進むにつれて、研究者の間にある種の閉塞感が
昂り、その状況からの脱却をめざす気運を触発した。今あらためて振り返ると、筆者が研究生活を始めた
1960 年代は、このような学術の転換期にあったように思う。心理学のもつ多元的性格に加え、所属してい
た名古屋大学の自由闊達な学風に支えられて、自分の専攻分野の枠を超えることにいささかも躊躇がなかっ
ただけでなく、〈越境〉して異分野との交流を行うことによって快い知的興奮を味わった。それはじつに恵
まれたことであった。

Ⅱ．個別科学の進展 ― 専門領域の細分化 ― 
　19 世紀にほぼ確立された学問体系では、科学（個別学問分野）を人文・社会・自然の 3 群に分類している。
哲学を母胎として順次誕生した科学は、いくつかの領域（下位分野）を産み出す。心理学の場合、基礎心理
学・発達心理学・社会心理学などの領域がそれである。時代が下るにつれて、それぞれがさらに細分化され、
一例として、基礎心理学（psychonomic science）が知覚心理学・生理心理学・感情心理学などに専門化した。
この動向は科学史の必然とも言えるもので、科学の〈特殊化〉が際限なく続くことになる。
　このような動向は、学術団体の結成や雑誌の発行にも反映されている。草創期の専門誌といえば、ドイ
ツ心理学会や米国心理学会の “Psychologische Forschung”“Psychological Review” などの総合誌だけであ
るが、その後相次ぐ専門別学会の発足とともに、“Journal of Comparative Psychology”“Journal of Clinical 
Psychology” のように、より専門的な雑誌が登場する。現在、我が国の心理学諸学会連合に加盟する関連学
会の数は 40 ちかい。
　以上、筆者の専攻分野の場合を例に挙げたが、事情はなにも心理学に限ったことではない。
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Ⅲ．異分野間の交流・連携 ― 学際領域の創出 ― 
　20 世紀半ば、学術界に新たな動きが興る。同一分野における領域分化が進む一方、異なる科学の相互交流・
連携の必要が自覚されるようになった。科学史家のクーン（Thomas Kuhn）は、その著『科学革命の構造』

（1962）において、ダーウィンの進化論（1859）やソシュールの言語理論（1878）など個別分野におけ
る認識や思考のパターンの転換（小文字で表記されるパラダイム・シフト）に対し、科学総体を通底するメ
タ・パラダイムの構造を論じた。
　それに呼応するように、学際領域（disciplinary fi eld）が創出される。社会学・経済学・政治学・文化人類学・
心理学など社会科学諸分野による「行動科学」（behavioral science）、生物学・生理学・遺伝学など自然科
学関連の「生命科学」（life science）などがその例である。その規模がしだいに拡大し、科学・技術の多様
な分野を動員した「巨大科学」を産み出すに至る。このような学際化を反映して、新たに刊行される学術誌
では、そのタイトルから個別科学名が消え、“Child Development” や “Memory and Cognition” のように主題
が掲げられるようになった。

Ⅳ．21世紀の科学像 ― 吉田民人の提唱 ― 
　理論社会学者であり第 18 期日本学術会議副会長を務めた吉田民人（1931-2009）は、従来の科学総体
を通底するメタ・パラダイムが以下の 3 命題から成るとした。すなわち、①科学知の目的が物質・生物・
人間層すべて（全自然）の「認識」に限定されること（認識一元論）、②全自然の根源的構成要素が「物質
とエネルギー」であること（物質一元論）、③全自然の根源的秩序が決定論 / 確率論的・線形的 / 非線形的
な「法則」であること（法則一元論）がそれである。
　このパラダイムに対し、彼は自ら「大文字の第二次科学革命」と称する 21 世紀の新たな科学像を描いた（吉
田、1999）．そこでは、①従来の認識一元論を修正し、自然の認識を目的とする「認識科学」（epistemological/
cognizing science）に加えて、工学や規範・政策科学を「設計科学」（designing science）として範疇化すること、
②物質およびエネルギーを構成要素とする物質一元論を改め、他に「非記号情報および記号情報」を構成要
素に導入すること、③従来の「法則」を物質層に限定し、生物層と人間層に固有の秩序原理として「プログ
ラム」の範疇を設けること、が提唱されている。この構想が今世紀の学術の新たな指針となりつつあるよう
に思う。

Ⅴ．新たな顔 ― 本会への期待 ― 
　過度に細分化された個別科学では、複合要因によって生じる現実的諸問題の解決は期待できない。前項に
紹介した吉田の「科学革命」はそのような隘路を見定めたうえで提示されたものにほかならない。彼は 20
世紀までの科学の軌跡をたどり、そこから来るべき時代のパラダイムを描いているが、そのひとつとして認
識科学と設計科学を並置することによって、科学と技術の統合、さらに言えば「科学のための科学」と「社
会のための科学」の統合をめざしている。
　ひとつに、このような統合へのアクションを反映するのが、本学会のような新たな組織の設立であろう。
我が国の「赤ちゃん学会」「笑い学会」なども同じ流れで誕生したものと言える。したがって、それらは、
従来型の「学会」（academy）に対して、「協会」（society）の性格をもつとされるかもしれない。名称に拘
るつもりはないが、学会としたのでは従来型の組織との差別化が曖昧になりそうで、落ち着かない感じが残
る。
　当然のことながら、新しい性格の組織は専門や関心を異にする成員で構成される。ごく限られた経歴と問
題意識を共有する学会の場合と対照的に、成員がそれぞれ他との「差異」を前提にしたのでは情報交換や意
思疎通に支障となることは明らかだから、つねに関心の範囲を広く保っておくことがなにより肝腎である。
そうすることによって「顔」の広さを実感として共有できよう。そして、その体験を通じて一種の「教養」
が培われると期待したい。
　冒頭に書いたように越境は愉しい。考えてみれば、もともと知的活動に領地や境界などあるはずもないか
らである。
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「顔」雑想

　硬い話が続いたので、以下、顔あるいは表情をめぐる雑感を披露するとしよう。すこし旧い内容になって
いることをお断りしておきたい。

《 欺瞞の顔と正直な身体 ― 表出の二面性 ―  》
　若い頃、親しい外国人研究者に付き合って歌舞伎を観たときのことである。1971 年の国際心理学会議東
京大会に来日した彼と、会期中のアトラクションのひとつとして準備された公演に出かけた。
　好奇心の塊のような彼の求めに応じて同行したのだった。しかし、伝統芸能に疎い私としては、質問され
て満足のいく解説ができるという自信はまったくないので、鑑賞どころではなかった。
　ところが、舞台が始まるや、演じられる世界に没入して、質問することもない。やがて幕になり、彼は興
奮の面持ちで席を立った。隣にいた私は、ほっとすると同時にいささか拍子抜けの感じだった。
　いったいこれはどういうことなのか。予め下調べをしていたのか、それとも私に恥をかかせまいと質問を
差し控えたのか。ホテルに戻る道すがら、その疑問をぶつけてみた。すると、心外だと言わんばかりにおお
よそ次のように語ってくれた。
　日本語が解らない自分は、冒頭から台詞や謡を聴こうとはせず、そのぶん、役者の表情や仕草から読み取
れるものに注意を向けていた。そういう構えで観ていると、所作の一つ一つから人物の心の動きがリアルに
伝わってくる。しかも、心理学者として培ってきた行動観察眼をもってすれば、その感動を味わうのには非
言語的な手がかり（non-verbal cue）で充分なのだ。
　言われてみれば、たしかに歌舞伎の所作の多くは、内面の葛藤や緊張の自然な表出を扱っている。彼の話
に納得したのだった。このような表出は、人間だけに起きることではなく、動物にとって基本的な作用であ
る。例えば、オスの鵜は、求愛に相手のメスが応じないと、突然、自分の羽を繕うような動作を示す。隣り
合う場所に巣を造っている 2 羽のセグロカモメは、自分の縄張りを侵されまいとして、境界付近で互いに
威嚇しあっているうち、どちらからともなく傍にある草株を嘴で引き抜いてしまう。こういう動作は「転位
活動」（displacement activity）と呼ばれ、衝動がストレートに解放されないときに別の動作によって実現と
いう、派生的な行動なのである。一見したところ「的外れ」ともみえる、この種の動作は、衝動エネルギー
が過剰に蓄積されて生命体が内面から危機に陥ることを未然に防ぐという機能をもつと考えられている。
　人間でも、試験問題が解けないときに思わず頭髪を掻きむしったり、愛を打ち明けられた女性がどうして
よいか迷っているうちに持っていたハンカチを無意識に握りしめたりするように、転位活動は日常しばしば
起きている。そして、この表出が進化史において固定化され「儀式化」されて、たとえ顔に出なくても、そ
れとは別のチャネルによる伝達価を具えるに至ったのであろう。
　冒頭の歌舞伎では、大仰で緩やかな形の所作として、内面を「再構成」していると考えることができる。
このような誇張は、間違えば迫真性（リアリティ）を損ないかねないが、歌舞伎はその危険を巧みに回避し
ながら、洗練された仕草とその超現実的なテンポによって、深い感動を誘う心理描写を達成しているのであ
る。だからこそ、能や人形浄瑠璃とともに、優れて国際的な「行動芸術」となっているのだと思う。
 （辻敬一郎 『キャンパスのティータイム』、2001）

《 見つめ合い 》
　先ほどから男女二人が突っ立ったまま見つめ合って動かない。触れ合うでもなく、言葉も発しない。沖縄
は宮古島の空港。混雑したロビーで、彼らだけはまったく別世界にいる。気になったので、搭乗のアナウン
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ことと相手から睨まれること、つまり攻撃と防御が同時進行するから、怒りと恐怖がブレンドされて〈すくみ〉
のまま時が流れる。この状態を繋いでいるのが、「塩に戻る」という動作であり、心理学や行動学でいう「転
位活動」のひとつだと考えられる。
　塩に戻ると、緊張がいくらか和らぐが、仕切りを続けるうちに体内に緊張エネルギーがジワジワ蓄積され
ていく。そして、それが限界を超えたときにぶつかりが始まる。両者が息を合わせ立ち上がるタイミングは
一定していない。行司の役目は、本来それを見極めることにあった。
　しかし、相撲の実況中継が始まり放送時間の枠内に収まるように進行させる必要から、仕切り制限時間が
設けられた。そのため、気合が充分でなくても勝負しなければなら「「まず、迫力が殺がれることになって
しまった。伝統文化を担う大相撲だが、このような変質は避けることができなかったのだろう。
　最近、角界改革の一環として仕切りの際に手を付くことを徹底するようになった。そのため、立ち合いに
「待った」が多く、せっかく昂まった興奮が萎んで興醒めだという声がある。だが、制限時間が設けられた
時点で、すでに仕切りの形骸化は始まっていたように思う。
　見つめ合いは遊びとしても存在する。ニラメッコがそれである。相手を笑わせると勝ちというのは、睨み

（攻撃）の〈無害化〉だと考えられる。この遊びは、ふつう親子の間で始まり、それが子供同士への遊びと
して広がっていく。90 歳を過ぎた私の母は、直近の出来事を記憶するのが困難になったが、久しぶりに会
う曾孫にニラメッコしようと持ちかけた。幼稚園児の彼が素直に応じた。「だるまさん、だるまさん、にら
めっこしましょ。笑うと負けよ、アップップ」。童心に戻った母は、楽しそうだった。
　ニラメッコについては、柳田國男が著書『明治大正史・世相編』（1930 年）に書いている。初めて会う
人と眼を合わせることが苦手な日本人が「目勝」（めがち）と称する競技を考案し、訓練してその力を養っ
たのが、起こりなのだという。この遊びは日本固有だと思っていたのだが、アジア地域に似た遊びがあるこ
とを知った。そうだとすれば、心の深層にそのルーツがあるのかもしれない。
　近ごろ、相手と眼を合わさない人たちが増えているという。携帯メイルやインターネットの画面と関わり
あう生活がその傾向に拍車をかけているように思う。これでは、相手の内面の理解が困難で、互いに心を通
わせる術がない。表情や動作が訴えるものが相手に認知されなくなると、その種のノンヴァーバルな表出そ
のものが退化してしまうのだろうか。 （辻敬一郎 『雑想迷路』、2014）

スがあるまでずっと様子を窺っていた。
　旅行中の待ち時間などには、周囲の人たちを眺めながら彼らの会話を
アテレコするのが愉しみなのだが、それができない。彼らが口を開かな
いだけでなく、自分たちだけの〈閉じた世界〉を堅固に守っていたから
である。
　見つめ合うといえば、相撲の仕切りがそうだ。この場合、相手を睨む
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 補遺・顔学の方法序説 ̶ もう一度、顔学カリキュラム ̶
A Supplement to A Discourse of Method for Facial Studies

 for Prospecting its Curriculum, Again 

輿水大和
Hiroyasu KOSHIMIZU

中京大学 工学部 教授
Professor of Chukyo Universit

序
　『顔学の方法序説―顔学のカリキュラム―』と
いう、筆者自身にとってはもちろん顔学会という
学術集団にとっても如何にも過負荷なテーマの論
文を本会誌 Vol.13（2013）に寄稿した。【1】その
意図は、もしもデカルトがこの時代に生きて顔学
という学術に、ないしこの顔学会という学術活動
に触れたとしたら、その顔学をデカルト哲学に照
らしてどのように受け止めたらよいかその見解を
わたし達に聞かせてもらえるかを期待した。（図
1）
　もちろん、『方法序説』【4】の全六部に亘る基本
構成に忠実に沿ってこの考察しようと試みた。
　そしてこの『補遺・顔学の方法序説 ― もう一
度、顔学カリキュラム ―』は、文字通りその補遺、
または続編である。具体的に本稿では、前作にて
力も努力も及ばず手をつけなかった、第五部（『方
法序説』がその序論としておかれた本体、『世界
論』（1633）全体を概説している）と第六部（『世
界論』（1633 脱稿 /1664 発刊）と『方法序説』

（1637）執筆の経緯と時代背景を述べ、さらに
今後を展望している）に沿って、顔学にとっての
第五部と第六部の意味を描き出そう考えた。そし
て、果たして本稿でたどり着いたところは実にさ
さやかなことばかりであるが、次のような項目に
て集約できると考えている。
　第五部に係わることは、次のようになる。

（1）顔学会の自然発生的な生身の学術活動に、
必ずしも自覚的でなかったにせよ、潜在してきた
『顔学カリキュラム』の現状が見えてきたたこと
（2）これを受けて、集団的ダヴィンチ科学【2】の、
すなわち顔学会のカリキュラムの 20 周年展望に
踏み出さなくてはならないこと

（3）同時にそのためには、学会員一人ひとりの

『私家版顔学カリキュラム』のススメ、とでも言
うべき各自の模索をスイタートせよと督励しなけ
ればならないこと
第六部に係わることは、以下のようである。

（1）デカルトは、ローマ法王庁からの巨大な思
想的・宗教的圧力の中で、実に慎重にもしくは薄
氷を踏むような気遣いをしながら、物質科学の分
析的方法論を整理整頓した。顔学カリキュラムに
とっての時代背景、ないし背後の状況はどのよう
なもので、それをどのように受け止めるか、デカ
ルトのとった姿勢を良くも悪くも参考に論じた
い。論点は、どうしても脳科学や認知科学への期
待と依存の光と影に向けなければならないことに
ある。（サブリミナ・ルマインド【7】）

（2）顔学カリキュラムにとって、最大の思想的
圧力は何であるか考察し探り出したい。そして、
その最大の内なる難敵は、ココロ科学の方法論の
未熟さ加減と混迷さ加減とそれへのたじろぎにあ
る。「ココロ科学の方法が大事ですね。」（K フォ
ーラム 2014 年 8 月、N 先生）

（3）一方では、「ココロ科学の方法論」への S. フ
ロイトの次のような宣明が与えられていて、たじ

図 1　R. デカルト肖像（フランス =ハルス画（1648））
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ろぐ暇があったら懸命に挑戦せよ、との元気の素
となる声が聞こえてくる。
　『われわれの望むものは、一般に学問の世界に
おいて求められているもの、すなわち現象を理解
し、諸現象間に関連をつけ、究極においては、で
きることならこの諸現象に対するわれわれの支配
を拡大することにあるのです。』（p.159、高橋義
孝・下坂幸三訳、フロイト、精神分析学入門上、
新潮文庫）【5】

1.　はじめに―補遺・顔学の方法序説のわけ―
　顔学は、デカルトが科学的に扱おうと志した物
質科学（光学、気象学、宇宙論、地球学、地上の
あらゆる物質学、……）の恩恵を十二分に受けて
いることは言うまでもない。同時に、すでにその
物質科学の枠組みを踏み越えて、人の意識や記憶、
知覚や感情に係わる諸現象に応接すべき非物質科
学、つまりココロ科学とでも言うべき領域に身を
置いていて、そんな科学からのパワーを自覚して
受けなければ立ち行かないことをうすうす気がつ
き始めていると思われる。【1】

　デカルトは、ココロ科学的現象を物質的現象に
よって還元的に説明しよう、ないしその逆の姿勢
に依拠して世界と人間を理解しようとする、還元
哲学的ドグマを断固として拒絶している。（心身
二元 / 第四部）ただそれだけの理由から、ローマ
教皇の宗教的支配【3】と束縛とを極度に恐れたこ
とが大いに手伝って（1937 年ガリレオ宗教裁判
の報、第六部冒頭）、そもそも『方法序説』にお
いてはもっぱら物質科学の世界論を扱かうことに
専念したようである。つまり、ココロの出来事に
対する科学的思索は、一旦その傍らにおいただけ
であると考えるのが妥当であるように思われる。
よって、デカルトにとって、ココロ科学について
の世界論は、方法序説という著作の中で触れるこ
とが 17 世紀初頭という時代的必要性がデカルト
の中になかっただけであって、思索のいたるとこ
ろで強烈なココロ科学ないしココロの出来事への
意識が働いていたことは、ほぼ間違いないと言っ
てよい。
　そうであるので、翻って、現今の『顔学の方法
序説』では、さらにそれが序論として添えられる
べき『顔学の世界論』ともいうべき学術舞台では、
心身現象のどちらか一方に偏らず二つの科学の両
方を視野に入れなければならない、ということに

なる。すなわち、もしもデカルトがココロの出来
事と現象に対しても『方法序説』の科学的方法論
とりわけその “ 四つの規則（明証的対象、小部分
分割、順序、枚挙と検証）”（第ニ部）をまっす
ぐ構想していたとするならば、如何なる思索を見
せてくれたであろうか、それを丁寧に読み解き想
像を膨らます一試みが、この試稿であるつもりで
ある。
　本論の構成は次のようである。
　2 章では、『方法序説』第五部（デカルト）の
おさらいをして、これを受けて、『顔学の方法序
説』第五部としてのテーマはどのようなものか
を、丁寧にかつ注意深く探る。
　3 章では、これを受けて、『方法序説』第五部
に倣って顔学のそれを事実として見える顔学の活
動のデータに基づいて考察する。具体的には、顔
学のカリキュラムを作り上げていくために、約
20 年に及ぶ日本顔学会の活動、とくに学会大会
での発表論文・論考と日本顔学会誌に掲載された
論文・論考ではどのような課題をどのように扱っ
てきたか、どのような科学的手法を用いていたか
に目を遣るきっかけを得ることにする。
　4 章は、最初に 4.1節にて『方法序説』第六部

（デカルト）【4】をおさらいして、これを受けて 4.2
節にて、『顔学の方法序説』における第六部とし
ての論考を進める。
　5 章では、本稿をまとめ、この先を展望する。
　なお、本論文の前半（3 章）と後半（4 章）の
トーンの違いないし落差と関連性の雑なことを、
あらかじめことお断りしておきたい。それは筆者
の力量、構想力、追い込み不足の実情がそうさせ
ているが、同時に、顔学の未熟な現況と取り組み
の不徹底さにも起因していると考えることも有意
義であるように思われる。

2.　〈方法序説第五部のおさらい〉と教訓
　まず方法序説 [4] の全体像を見渡せるように、
付録にその概要を示しておく。
　そして、本稿で対象とする『方法序説』第五部
の本旨は、第四部で述べたこと（“ 魂は身体を根
拠とせずに存在する ”）をデカルト自ら事例をも
とに自己検証を行うことにおかれている。また加
えて、その目的のために、少しややこしいことに、
1637 年にして未刊のままとなっていた「世界
論」（1633 年に脱稿するも、訳あって刊行・上
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梓は本人没後の 1664 年であった。）のあらまし
をその主著「世界論」の序論として著した本書第
5 部にて前出しする形で概説している。デカルト
は、例えば人と動物の心臓の仕組みを詳細に観察
し、その結果、人間存在の心身二元哲学 = 神の創
造の奥義について研究し、魂、精神は身体を根拠
としないで存立する【4】ことを、実に迂遠なかた
ちで論証したといえよう。

2.1.　〈著作の間の経緯と意味〉
　改めて、世界論（光論）（1634 脱稿、1664 刊）
の序論が方法序説（1637 年発刊匿名）である。
すでに脱稿（1634 年）していたが刊行を躊躇し
続けていたので（刊行・上梓は 1664 年）、やむ
なくその方法序説の第五部において世界論の概要
を略述したということになる。
　なぜ、世界論（光論）を略説することが、魂、
精神は身体を根拠としないことを述べることなの
か、若干の疑問が読者に残すことになっている感
じが否めない。しかし、ほとんど明らかなように、
心身二元哲学の考えを直接に論じること、ないし
は「地動説」を直接に論説することによって、コ
ペルニクスやガリレオのような宗教的弾圧を招来
することを恐れた、この一点にその理由があった
ようであるし、もしかすると、広大な宇宙から人
体の細部までに渡って物質世界の全容を微細に把
握したい、専らこの思いだけがデカルトの関心を
突き動かしていたように受け止めるほうが適切か
とも思われる。

2.2.　〈第五部に概説された世界論〉
このような次第で第五部は、物質現象そのものを
ボトムアップな方向性にて次のように注目したと
いうべきである。その体系とは、（光）→（太陽、
恒星）→（惑星、彗星、地球）→（地上のすべて
の物質）→（光を見る人間）に及んでいて、宇宙
と世界と人間の存在全体を視野にいれようと企て
ているといってよい。デカルトが触れている話題
の要点をメモ風に抄録すると次のようになってい
る。

第五部 自然学諸問題の秩序（人魂と動物魂）【4】

『世界論』1633 年 = 物質的事物の本性（光物理 

宇宙、空気）をここで略述している。 

/ ※ 1 光　、2 太陽恒星、3 天空、4 惑星彗星地

球、5 地上のあらゆる物体、6 人間、/ ※のすべ

てに関して、さらには物質の働き（形相）と性質、

自然の諸法則、潮の満ち干、溶解・固化、物質の

時間 // 世界論の人間論、物質的人間創造（神）、

（p.64）「神が理性ある魂を創造して、それをわ

たしが記述したような仕方でこの身体に結びつけ

た」/ 肺動脈と大動脈、心臓、動脈から静脈の循環、

消化のメカニズム // さらに、斬首、物質と記憶、

松果腺、共通感覚、記憶とは、意志 FreeWill、自

動機械オートマタ / 言葉（人間と機械）、臨機応

変（人間と機械）、ことばと記号と理性（人間と

動物）、つばめ帰巣（物質器官の自動運行）//（結

語）「理性的魂は、……、物質の力から導き出さ

れることは決してなく、特別に創造されねばなら

ないことを示した。」（p.78）、「魂が身体にまっ

たく依存しない本姓であること、……、魂は不死

であると判断するようになるのである。」（p.79）

次に、肉体・心臓・血液を動物のそれと比べても、

そこに人の非物質的機能を見いだすことができな

かったと述べている。筋肉と神経、覚醒、睡眠、夢、

飢え、渇き、共通感覚（松果腺）、記憶、意思

自動機械、人間と動物の差異、『この魂が、……

物質の力から導き出されることは決してありえ

ず、特別に想像されねばならないことを示した。』

（p.78）→ココロ学諸問題の秩序 

→このようにデカルトは、自然学・物質科学をわ

たしは推進するがこのことは魂を物質還元的に取

り扱えるものだと言っていない、との極めて精細

を極めたメッセージをローマ法王庁に送っている

と思われる。

3.　顔学会足跡から顔学カリキュラムを見る
　ここでは、デカルト方法序説の第五部構成を忠
実になぞって、顔学の “ 世界論 ”（デカルト、世
界論（1633））たるべき第五部「顔学の “ 世界論 ”」
を描き出して丁寧におさらいする必要がある。
　それで最大の問題である、そのためには実際
には本論考にて何に取り組んだらよいのであろ
うか ?　そこで筆者は、日本顔学会の活動、営み
を総覧してそこに見えてくるものを描き出すこと
は、目下の顔学の実像を探る唯一の現場であろう
と考えた。その現場から、現実にどのような取り
組みがなされどのような研究手法が模索されてい
るか垣間見ようと、次のような分析と考察を試み
ることにした。
　日本顔学会はフォーラム顔学（Forum on 
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Facial Studies）と呼んでいる年次学術大会を開催
して 20 年を経過した。ここで発表された学術論
文の分布とその経過を観察すると、顔学会が結果
として紡いできた「顔学カリキュラム」を推し量
ることが大いに期待できる。また、学術誌「日本
顔学会誌（Journal of Japanese Academy of Facial 
Studies）」を刊行してこの 2015 年で第 15 巻を
重ねてきた。フォーラム顔学を中心に多様な学会
活動から生まれた研究は、数多くの貴重な学術論
文として昇華されて掲載されてきた。ここでも、
顔学会が結果として紡いできた「顔学カリキュラ
ム」を推し量ることが大いに期待できる。すで
に、新しい顔学の局面を示唆する論文（例えば、
中俣論文（原島賞、Vol.13）、松永論文（輿水賞、
Forum2014））や新しい顔学への方法論を予感さ
せる顔研究の取り組み（例えば、若手企画シン
ポジウム『“ 美 ” 顔学～多分野から観た顔の美』、
Forum2013）などが散見され始めているのであ
るが、それと共に、ここに掲載されてきた論文の
分布とその経過を注意深く観察すると、顔学会の
「顔学カリキュラム」の姿も問題点が一層明瞭に
見えてくるに違いない。
　デカルトは、「第五部ではわたしが探求した自
然学の諸問題と秩序、特に心臓の運動や医学に属
する他の幾つかの難問の解明と我々の魂と動物の
魂との差異……をみることができる。」（序 p.7）
と述べて世界論を鳥瞰している。同様に「顔学の
方法序説」でもその第四部（顔学の心身二元哲学

【1】）を受けて、デカルト「方法序説」第五部にな
らった議論・自己点検を、顔学という舞台にてど
のような研究が展開されているかに直接的に目を
向けて、思い切り具体的に観察することは、顔学
カリキュラムを考える上で少しは意味があろうか
と考えている。
　なお、K フォーラムというある学術集会（2014
年 8 月 7（木）～ 9（土）、アソシアホテルリゾ
ート高山、http：//www.kayamorif.or.jp/forum/
f.html）で筆者の拙い講演『画像技術の現場で聴
いた気になるメッセージ―画像デジタル化・エン
ジン検査・似顔絵の研究―』をお聴きいただいた
夙に高名な N 先生から、『輿水さん、顔学とココ
ロ科学に手を染めるには、物質科学の方法論と同
じように、研究の方法と手法が是非とも要ります
ね、頑張ってください。』とのコメントを頂戴し
た。本章は、これへの答礼の思いも少しこめてい

る。

3.1.　〈年次大会、フォーラム顔学にみる顔学―
見えてきた顔学カリキュラム―〉

（1）データ収集
日本顔学会は 1995 年 3 月に設立されて、爾来、
学術学会の恒例の学術集会を、フォーラム顔学と
称して毎年開催してきたので、およそ 20 年にわ
たる研究発表の歴史をつぶさに観察できる。調査
にあたっての方針は次のように考えた。なお、今
回は手が及ばなかった重要なことがある。それ
は、このようなカテゴリにはそれぞれに特徴的な
固有「研究方法」が採られている。これを丁寧に
考察する先には、顔学のカリキュラムを磨き上げ
るための秘密が隠されているに違いない。

〈研究のジャンル分け〉
　さて、次のような八つのカテゴリを考えた。こ
れは 20 年の発表論文の実績を鳥瞰して浮かび上
がってきたボトムアップな区分である。従って、
このカテゴリ自体にも顔学のカリキュラムの枠組
みの初発的な姿をみることはまず重要であろう。

（a）総論、顔学論、学会挨拶カテゴリ （青）
顔学全般に係わる総論的な論説、論文

（b）情報・理工系カテゴリ （赤）
顔画像のセンシング、解析処理、CG、コンピュ
ータなど理工系技術全般に係わる論説、論文

（c）心理学カテゴリ （緑）
顔の表情、感情、心理、認知科学に係わる論説、
論文

（d）医学、歯学カテゴリ （紫）
顔の病気、顔の治療、補綴、矯正、歯科審美、解
剖など医学歯学全般に係わる論説、論文

（e）化粧、美容カテゴリ （水）
化粧、美容、ケイクアップなどに係わるジャンル
全般に関する論説、論文

（f）人類学、考古学カテゴリ （橙）
顔の進化、民族学、人類学、考古学、

（g）芸術、美術、デザインカテゴリ （藍）
芸術、美術、デザイン、アート、文学などに係わ
る論説、論文

（h）顔の社会学、文化カテゴリ （茶）
顔と社会学、民俗学、倫理学、文化などに係わる
論説、論文
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（2）　データ収集と分析・考察と顔学カリキュラ
ム

　フォーラム顔学で発表された論文を調査した、
その結果を表 1 に示す。（調査のタイミングで
2015 年度は省略した。）
　また、この表に見られる動向を一瞥して把握す
るために、図 2 には色分けした折れ線グラフで
図解した。この 19 年間で総数 1030 論文、年次
平均 55 論文となり、上記 8 カテゴリで平均する
と約 7 論文 / 年が発表されてきたことになる。
このような年次大会という顔学会学術的営みか
ら、顔学像と顔学カリキュラム像を伺い知る意味
から注目すべき諸点を拾うと次のとおりである。
① 心理系カテゴリはことのほか重要だ !
　発表論文件数が顕著に多いカテゴリは、情報・
理工系カテゴリ（赤、318 件）と心理学カテゴ
リ（緑、232件）である。学会員数約750名（2010
年前後、http：//www.jface.jp/an.html）の分野
別内訳（工学系 17%、心理系 8%）を勘案すると、
心理系は 464 件ほどの心理系論文件数に相当す
ることになる。顔学が理系文系、物質系人間系と
いう分野横断的な本性からして、実に明快な証左
を与えている。
② 分野別学会員構成の在りよう、特に情報理工
系の奮起はもっと大事だ !

上記の（1）を受けて、心理系の研究者の一層の
奮起が是非とも必要である。更に、言うまでもな
く、研究分野の人口と学会カリキュラムの厚みを
考慮すると、情報・理工系の会員はもう一桁の多
人数の参画があってもよい。一つリマインドすべ
き大事なことがある。それは、日本顔学会の学
会誌の投稿規程にある指針（principle / http：//
www.jface.jp/edit/journal/
SubmissionRules.pdf）である。（脚注 1）情報理工系
は、ここにある「少なくとも一つの関連分野に向
けて , その波及効果 , 相乗的効果などを積極的に
謳っている」に応接する潜在的期待はその学術の
分野横断的な本性から極めて大きいといわざるを
得ない。
③ 顔学における医学、歯学カテゴリの存在感の
意義を再認識せよ !
　医学歯学カテゴリの学会員構成比率は 20%

（脚注 1）　本学会誌は幅広い記事を期待しているが，本学会の
分野横断的性格を尊重するために，特に学術論文については次
のような性格を期待している．
学術論文，研究ノートは，著者（筆頭）の専門分野に向けての
知見，成果を問うものであると同時に，当該専門分野に隣接す
る，少なくとも一つの関連分野に向けて，その波及効果，相乗
的効果などを積極的に謳っているものとする．
例：「顔画像特徴抽出手法による歯科矯正治療術前評価法の研
究」
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図 2　FORUM顔学における発表論文件数と推移グラフ（推移の動向）

表 1　FORUM顔学における発表論文件数と推移
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（http：//www.jface.jp/an.html）であるが、発表
論文件数は意外にも寡少（紫、127 件）なもの
であった。顔学カリキュラムの視点からは、二つ
の事案を意識することが重要かと思われる。一つ
は、医学歯学は人を対象とする物質科学の本丸で
あることからして、非物質科学をもその本性とす
る顔学会にとっては、会員構成比率が高いこと自
体がきわめて意義深いことである。二つは、医学、
歯学において一般に対比的に論じられる EBM（物
質的証拠に依拠する医学）/NBM（臨床的総合性
に依拠する医学）の視点が取り上げられる機会や
歯科審美学という分野が形成され始めていること
を考えると、このカテゴリは顔学としての発表論
文が爆発的に増加するポテンシャルを湛えている
ように見られる。
④ 化粧、美容カテゴリのポテンシャルを大いに
発揮 !
　このカテゴリは、分野別会員数は上位 3 位

（17%）であることからすると、年次に亘って安
定した研究発表が集まっているものの、発表件数
は（水、117 件）は決して満足していられない。
つまりもっと大きな潜在力を秘めていると推察さ
れる。
　そのポテンシャルを顕在化するには、顔学会と
いう場において、この分野カテゴリに対して、統
計手法やコンピュータ技術、画像技術などの研究
的手法をこれまで以上に強力に投入すること、こ
のカテゴリの課題や成果や実績を論文形式によっ
てアピールするリテラシと習慣を定着すること、
などがこれからは待たれる。また、このカテゴリ
に留まらない重い課題であるが、化粧の印象、美
容の効果などに対しての研究方法、成果評価方法
は、物理的指標を更に開拓する努力のみならず、
心理的・非物質的指標の確立には一層の取り組み
が必要とされていること、などの潜在的要請がこ
こに静かに、しかし明確に隠れているという認識
が重要であろう。
⑤ 芸術、美術、カテゴリの魅力の開花 !
　この学術カテゴリの会員数（6%）は決して多
くないが、このカテゴリが論文口頭発表というよ
うな表現形式に馴染みにくいことを割り引くと、
論文発表数（81 件）は大いに健闘しているのか
もしれない。このカテゴリは何と言っても芸術と
いう感性的魅力に満ちていて、その源は、仏像に
しても肖像画にしても極めて頻繁にそこに顔が登

場することに集約されるので、顔学はこのカテゴ
リに何らかの新しい息吹を吹きこむことが暗黙の
うちにつよく期待されている。例えば、画像解析
の技術が隠れた形状変化の傾向を見出せたとすれ
ば、美術解剖学という学術的切り口の美術史上の
隠れた発見に気付くことに繋がるかも知れない。
逆にこのカテゴリは、顔情報メディアの顔研究を
はじめとする隣接カテゴリ、例えば似顔絵コンピ
ュータ生成の研究に対して、物質的指標還元的な
手法を抜本的に補う、新しい構成手法の可能性を
予感させてもいる。これらの意味から、顔学カリ
キュラムには、このカテゴリを万遍のない基盤教
養科目として欠かせてはならないことは確かであ
ろう。
⑥ 人類学、考古学カテゴリからのメッセージに
聴こう !
　この学術カテゴリの会員数（4%）も相対的に
少ないが、それにしても論文発表数（通算で14件）
もかなり寡少である。このことの理由は丁寧にか
つ徹底して考察したほうがよいような気がする。
まず、これまでの顔学会の活動が、つまり顔学カ
リキュラムがこのカテゴリ研究にとって十分に魅
力となっていないかもしれない、ないしあまり助
けになってきていないかもしれないことである。
例えば、顔研究という枠組み、もしくは顔学会と
いう学術舞台が新しい人類学のテーマを掘り起こ
す事例やきっかけになった話題があったか ?　人
類学の旧来の課題に顔学が解決を与えた事例が少
しでもあったであろうか ?　「片目ウインクの研
究」（香原初代会長）を顔の理解と解釈を進める
顔学が十二分に受け止め咀嚼したか ? 古代人の笑
いは今とどう違ったか ?　コンピュータ技術や情
報科学は、人類学の根幹を補完できるような貢献
ができたか ?　
　次に、このカテゴリの研究者人口は、学術社会
の中でもそもそも相対的に多くないことである。
日本人類学会（http：//anthropology.jp/activity/
annual.html）などのような、歴史ある既存の学
会とのコラボを顔学会がもっと積極的に求める姿
勢は十分でなかったかも知れない。その可能性と
チャンスは、今後の課題として備忘しておきたい。
⑦ 顔の社会学、文化カテゴリの主張 !
　このカテゴリの人口は多くない（3%）ので、
論文発表の 54 件はなかなか健闘しているのかも
しれない。しかし、このカテゴリが関わる顔に関
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する社会的諸事象は、年々増加の一途を辿りそう
である。たとえば、社会、時代と文化の気風や在
りようは、例えば、顔の嗜好にも映し出されて一
種のはやり現象を生む。美人顔、時代の顔、その
変遷、地域の顔、職業の顔、セキュリティ、顔認
証、犯罪捜査、などなどのように、顔を社会学的、
文化学的に陽にかつ学術的に確かな土台の上で扱
かうためには、顔学という舞台はもはや必要不可
欠なものになっているようである。

3.2.　〈顔学会の学術論文誌にみる顔学 ― 再度、
見えてきた顔学カリキュラム―〉
　3.1節ではフォーラム顔学という学術研究発表
大会に注目したが、まったく同じ見方で、ここで
は日本顔学会誌に掲載された論文、論説・論説に
注目する。果たして、結果的にはほとんど 3.1節
で得た知見に沿ったものであった。学術論文、学
術論説としての落ち着きをもったデータにおいて
もそれらの知見を追認できたことは、意義深かっ
た。重複をできるだけ避けて若干の省略をしなが
ら、特に前者との違いが見られる点に注意するこ

とに注力し、以下に調査結果を紹介することにす
る。
（1）データ収集
　日本顔学会誌は、2001 年に創刊されて 2015
年にて全 15 巻となった。以下は、資料整理の都
合で 2013 年までの学術論文のデータを対象と
することにした。なお、2015 年度からは 20 周
年を迎えるのを機に、9 月と 12 月の二回に分け
て、年二号発刊に踏み出した。
　表 2 は、3.1節と同じカテゴリごとの掲載論文・
論説の件数をまとめたものである。
　どのカテゴリもフォーラム論文発表数のおよそ
1/3 程度であるが、極めて似たような傾向を辿っ
ていることが見てとれた。図 3 には、ここに見
られた傾向を折れ線グラフで見えるようにしたの
でじっくりご覧いただきたい。
（2）分析と考察と顔学カリキュラム
　大まかには本節の観察で目を凝らしたところ、
3.1節とほぼ同じ傾向が見えてきた。そこでここ
では同じ考察を繰り返すことなしに、3.1節とは
顕著に違った現象を拾い出すことにして、顔学カ
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図 3　JFACE誌における分野別の記事件数（トレンドの折れ線グラフ表示）

表 2　JFACE誌における分野別の記事件数
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リキュラムの現状と課題を考察することにした。
ここでは、次のような顕著な異変、情報工学カテ
ゴリ（赤）の動向は、フォーラムにおける発表件
数が顕著に右肩上がりであるにもかかわらず著し
く右肩下がりであったことに注目して、この原因
を見極めることを手掛かりに顔学カリキュラムを
考えてみる。
　この交差現象は、学術大会での分野横断的な研
究発表・討論は研究者にとって意義深くその魅力
も高いが、これを学術論文としてまとめる場合に
はその魅力が十分に評価されない危険を窺わせて
いる。例えば査読がいたずらに情報工学系的新規
性を要求しすぎているかもしれない。分野横断的
な顔学においては、本物の学術研究を発見して育
成できる知恵と力のある論文査読基準を創出して
いくこと自体も大きな研究テーマである。
この情報工学カテゴリの交差現象からの教訓を探
る意味あいから、特徴的な事象を箇条的になるが
拾っておこう。

（a）：特に発刊初期に論文数は急上昇し、圧倒的
に首位の座を保った。

（b）：画像処理や CG 技術や生体計測の科学技術
は、顔学における基盤学術として時代とともに圧
倒的な勢いで進展しているので、顔学のカリキュ
ラムの中でのこの技術を骨太に取り込み定着させ
る努力はいよいよ重要である。

（c）：その理由は明確であり、個人認証やセキュ
リティ、テレビメディア映像などの分野で物質科
学的技術としてデジタル画像技術が台頭していた
が、顔学会発足のタイミングで感性、感覚に係わ
るココロ科学への潜在的な期待がじわじわと起動
したと解釈される。

（d）：その後は漸減して、発刊 10 年後 2010 年
あたりをボトムに達して過少した。初期には多数
の論文が投稿されたが、この漸減の理由を分析す
ると、期待したほどに顔学という舞台に情報 ･ 工
学系の論文をおいた有効な効果がうまれなかった
という、悔しいが若干期待はずれな現実が少なか
らずあったのではないかと思われる。具体的に
は、感性、感覚を測り記録分析する方法論の不足
に一因があるのではないか、とその現状を認める
必要がある。

（e）：しかしながら、デカルトの著作はもとより、
非常に希望に満ちた次のような先人のメッセージ
は、その方法論の確立への勇気を与えてくれてい

る。一人はデカルトと同世代に心理学者である
S. フロイト、もう一人は、我々と同世代の認知心
理学者である。
その（1）：S. フロイトの宣明

『われわれの望むものは、一般に学問の世界にお
いて求められているもの、すなわち現象を理解し、
諸現象間に関連をつけ、究極においては、できる
ことならこの諸現象に対するわれわれの支配を拡
大することにあるのです。』

（p.159、高橋義孝・下坂幸三訳、フロイト、精
神分析学入門上、新潮文庫）【5】

その（2）：認知心理学者のメッセージ
『最前線の人間科学は、進めば進むほど、心の潜
在的過程の存在をあらわにする。ところがこの潜
在的認知過程の考え方は、現代生物学のほかの決
定論的潮流ともあいまって、先の機械論的考えに
加担し、人間の自由意志の尊厳と、それにのっと
った社会の諸々の約束ごとを、根底からくつがえ
しかねない。とりわけそれは倫理的に困難な問題
を、私たちに突きつけている……。』

（サブリイナルマインド【7】、中公新書、p.7）
とりわけ、この考察（e）に関連して、すでに顔
学会の研究発表の中で散見されるキーワードを拾
ってこの章をひとまず閉じる。
　実年齢（物質的）年齢、精神年齢、主観年齢　
見た目の年齢、美人、眼球運動と集中意識の品質

（アスリート）、筋肉努力（H.Bergson）、記憶統合、
表情判断と注視部位、顔印象、官能検査、似顔絵、
性別・年令推、表情の強さ、主観的笑顔強度、顔
表情の自己認知。他者認知、“ 似ている ”、……。

4.　〈デカルト第六部の概観〉と教訓
4.1.　〈デカルト方法序説、第六部の概観〉
　デカルトが「世界論」（1633 年脱稿）を出版
しなかった舞台裏の経緯は、自身が何度もこの方
法序説（1637 年）で告白・述懐しているように、
ローマ法王庁からの宗教的制裁をデカルトが一貫
して警戒したことにある。せめてもの読者へ配慮
の一環として、5 章において世界論の概要をおさ
らいしたものである。
　翻って、物質科学の花開く今の時代において、
顔学という非物質現象を取り扱う科学をどうして
も基盤に据える必然を抱えた学術をすすめるここ
から見えてくる、顔学、画像技術、情報科学とい
う学問の取り組みは何を克服なければならないか
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を探る、そのカリキュラムの基盤を明かしたい。　
物質的センシング　　　A 物質現象と B 物質現象
の照合関係の記録　　= 法則集
ココロセンシング　　　A ココロ現象と B ココロ
現象の照合関係の記録 = 法則集
　これに関連して、デカルトの思索を継承する
H. ベルクソン（1859-1941）【6】とほぼ同時代に
生きた S. フロイト（1856-1839）には非常に興
味深い発言がある。重複するがここでも記してお
く。（脚注 2）

　精神分析の対象である精神・その現象に対して
も、デカルトが物質・その現象に臨んだ姿勢で向
き合っているのである。フロイトの選んだ、精
神・その現象のセンシングの方法は、言葉と対話
と記憶という非物質的現象の記録と分析のみであ
った。このことには、今後のココロ科学と顔学の
方法を模索するうえで大きな里程標になりそうな
気がする。
　ここに第六部で述べられている事柄を要約して
おく。
① まず、本『方法序説』出版（1637 年）とこ
れをその序論・鏡文としようとした大著、『世界
論』（1633 年脱稿するも、出版されたのは何と
本人デカルト没後の 1664 年であった）執筆の
ややこしい経緯を明かしている。つまり、1937
年のガイレオ宗教裁判（コペルニクス地動説に対
するガリレオの考え「天文対話」のゆえに、ロー
マ法王庁から「破門」とされた）の報に接するな
どの一連の宗教的弾圧の迫りくる時代的背景、本
書出版の舞台裏（無署名にてオランダ出版社から
の出版 1637）について明かしている。行間に滲
む時代の影とは、神の創造物たる世界（創 1：1 
初めに、神は天地を創造された。）の秘儀に人の
知恵を及ぼそうという所業にローマ教会が宗教的
権威を揺るがすものと恐怖したと（脚注 3）、というこ
とであった。（p.80-81）

（脚注 2）　『我々の望むものは、一般に学問の世界で求められ
ているもの、すなわち現象を理解し、諸現象間に関連をつけ、
究極においては、できることならこの現象に対する我々の支配
を深めたい。』（S. フロイト（高橋義孝 , 下坂幸三訳）精神分析
入門 上 , p.159）[5]　

（脚注 3）　しかし、( 創 1:26) 神は言われた。「我々にかたどり、
我々に似せて、人を造ろう。そして海の魚、空の鳥、家畜、地
の獣、地を這うものすべてを支配させよう。」ともあるではな
いか。

② 次いで、にも拘らずあえて『方法序説』内で
世界論の中身を見せた訳を、切れ味悪くも述懐し
た。つまりは、知りえた事実を隠匿するのはあま
りよくないから、と（p.81-84）
③ 物質的実験（p.84-90）実験で心がけたこと「世
界を創造した神のみを考慮し、我々の魂に自然に
そなわっているある種の真理の種子からのみ、そ
れらの原理を引き出した。」（p.84）、「その全部
をなしとげるには、わたしに手も収入も、たとえ
それが今の千倍になったところでとうてい足りな
いと、わたしには分かっている。」（p.86）
④ 周囲から、ローマ教皇からの反論について、
「討論」のための討論よりは執筆を（p.90-91）
教皇と議論などありえない、のかも知れない。
⑤ 発言の言い訳、世界論を刊行する可能性、そ
の理由（p.91-97）　｢ひじょうにすぐれた精神の
持ち主に説明したことが何度も説明したことが幾
度もあるが、……、私の見解とだと認められない
ほど変えてしまっている。｣ →だから執筆するの
だ。（p.92）アリストテレス（自然学の祖）ほど
となっても、「彼ら」（ローマ教会、11 回も頻出）
は私に理解を示さないであろうから。
⑥ 世界論刊行せずの決意の翻意、三理由（97-103
最終）　第一（?）、第二（刊行を取りやめると、
却って疑義が巨大化するから、かえって疑義のガ
ス抜きとなることを狙う）、第三（刊行して、山
積する課題を後続に委ねることにしたい）
　ただし、発刊は匿名で。論争があったら、出版
社（レイデンのヤン・マレイ）が中継することを
約束して。ラテン語で書かずに自国語フランス語
で書き、宮廷貴族教会などに向けて語るより、広
く市井に届けて柔軟に自著を受け止めて貰いたい
と強く望んだ。

4.2.　〈『補遺・顔学の方法序説』の第六部への教
訓〉

　『顔学の方法序説』をこの補遺稿では閉じる必
要があり、それを方法序説のプロットを逸脱しな
いように進めることは、顔学にとってのその意味
を見出したときだけ、有意味である。その意味と
は、唐突であるが、顔学会とか顔学とか 20 年も
の長きに亘って世に向かって看板を掲げながら一
向にそのカリキュラムを示す迫力気力に欠ける意
気地のない佇まいが、デカルトがその時代と世間
に対していささか女々しくも弱みと隙を見せたく
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ない、という超ディフェンシブな佇まいに似てい
るのかもしれない点である。
　本当に主張したいことが極めてオフェンシブか
つディープでありながらにしては、いかにもデカ
ルトは守備的なのである。両者の対比は、物質科
学還元的世界観の満ち満ちた時代の中の顔学のあ
りようとローマ教皇の宗教的世界観が支配する時
代の只中にてデカルトが物質世界を要素還元的に
扱った学術を展開した、ところにあるわけである。
したがって、深く敬意と畏敬を払いつつもデカル
トを批判的に乗り越える学術の可能性を垣間見る
ために、この章とデカルト第六部【5】の関係を位
置づけることに意味がある、という考えを書きと
どめておくことにする。
① 物質学術のスタートの背景に応接せよ。顔学
スタートの経緯も整理せよ。
② 知りえた事実、気になる困難な課題を、知ら
ない振りして隠匿するのはあまりよくない
③ 物質的実験（p.84-90）実験で心がけたこと　
「世界を創造した神のみを考慮し、我々の魂に自
然にそなわっているある種の真理の種子からの
み、それらの原理を引き出した。」（p.84）
④ 「討論」のための討論よりは執筆を（p.90-91）
教皇と議論などありえない　
⑤ 世界論を刊行する可能性、その理由（p.91-97）
⑥ 世界論刊行せずの決意の翻意、三理由（p.97-
103 最終）　第一（?）、第二（刊行を取りやめる
と、却って疑義が巨大化するから、かえって疑義
のガス抜きとなることを狙う）、第三（刊行して、
山積する課題を後続に委ねることにしたい）

5.　むすびと展望
　『補遺・顔学の方法序説』と題して、デカルト
方法序説の第五部と第六部に照らし出される顔学
の有様を炙り出したいと願って、少し怠っていた
がやっとこの本寄稿論文を試みた。
　まず、約 20 年にわたる顔学会の学術活動を、
私情や私見も混ざってしまっているものの、根拠
のあるデータとして見える活動内容を俯瞰・整理
することで、日本顔学会が『顔学』と謳って、い
ったいどのようなカリキュラムを結果として生
み出してきたのだろうか ?　これを探ろうと試み
た。これが本論文の本体である（第五部に相当す
る）。顔学会という集団的ダヴィンチ科学が存立
しうること示しえていて、静かにではあるが大き

な超科学の可能性を約束していると確信してよい
かもしれない。今後はというと、この顔学会とい
う集団的ダビン地科学の舞台は、L. ダヴィンチの
ような個としての研究者と学者を誕生させるイン
キュベータたらんとすることがいよいよ重要であ
ろう。そのためには、『私家版顔学カリキュラム』
のススメ、つまり、フォーラム顔学のような学術
催事の中のセッションとして、または、顔学会誌
やニューズレター誌の連載企画として、具体策は
すぐにでも打てるかもしれない。
　次に、顔学は、時代の学術の課題を深刻かつ本
気に向かい合ったらよいか、これこそデカルト自
身の闘いを良くも悪くもちゃんと参考にして、考
察しようとしたことである（第六部に相当する）。
言いかえると、顔学と顔学会は時代と学術社会の
何とどのように闘っていくことが大事かを見切ら
なければならないのであった。それらは、顔研究
という未踏の舞台にて、物質科学とココロ科学の
関係と研究の方法論、物質と記憶の位置づけ、身
体とココロの関わり、そして最終哲学ともいわれ
る心身二元哲学の課題に、顔研究現場において地
道に格闘できる幸運を得ていることであると総括
してよいかと思っている。
　そして最後に、デカルトに学ぶ『顔学の方法序
説』に続く今後の取り組みのことである。
　先の『顔学の方法序説』と本補遺稿を通じて、
顔学という学術の姿を見定めたいと願って R. デ
カルト「方法序説」に学んできた。世間の表面に
露出している物質科学の方法論・世界論が、デカ
ルトが物質科学方法論の始祖といわれるゆえんで
あるが、実にもっと重要なことは、「方法序説」
を著す中で、物質科学の方法と心身哲学および中
世ローマ教会の世界観の狭間においてデカルトが
格闘し呻吟したこと自体にあるように思われる。
というわけで、デカルトの思索が、物質の現象を
相手に科学することで必然的にココロ現象の世界
観と酷く軋轢を起こしたという図式から必然的に
物質科学とココロ科学の接点としての心身二元哲
学に直面していたのである。そうすると顔学も顔
学会も、ほぼ必然的に、例えば、L. ダヴィンチ、
S. フロイトと H. ベルクソンという巨大な先達に
自覚的に出会わなければならないということにな
る。つまり、S. フロイトは如何なるココロ科学の
方法をとろうとしたか、これに学ぶことは決して
避けて通れない。また、フロイトとは同時代で互
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いに影響を及ぼしあった H. ベルクソンが、物質
と記憶の関係を見定めようとした哲学は、顔学の
真髄を窺い知ろうとする上の必須科目であること
は間違いない。【6】例えば、下條信輔氏は、近著「サ
ブリミナル・マインド」【7】の中で時代と人間観
と人間科学を眺望するに際して、『「潜在的過程」
は、・・・無自覚な心のはたらきというてんでは
フロイトの無自覚と一緒ですが、フロイトの時代
よりはずっと多様で豊富で説得力のあるデータを
背景としているのです。』（p.10）と言って、フ
ロイト哲学の延長線上におびただしい近代の物質
的・身体的現象のエビデンスを動員することで新
しい何かを見えるのではないかとするこのコメン
トは、静かに大きな勇気をもたらす非常に興味深
いものである。
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C-06  株式会社ビュープラス (ViewPLUS Inc.)
VGAから12Mピクセルまでの先進のデジタルカメラとカメラアレーシ
ステムを紹介します。画像処理用デジタルカメラ、小型超高感度カメ
ラ、同期システム、狭帯域光学フィルターなど、顔画像データベース、
バイオメトリックスに適したカメラ、カメラアレーを展示します。
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Impression analysis of haircolor by average faces 
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Facial caricature communication by a method of workshop 
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Proposal of Judgement Index for TSURIME and TAREME
by using Positional Relationship of Feature Points 
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20’s Man
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Facial Image Processing for Computerized Caricaturing System 
PICASSO”, Proc of SMC99 (1999)
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Imaging anatomic analysis for the facial aging:  

Differentiations of the lower eyelids between young and elderly 
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日本顔学会創立20周年記念フォーラム顔学2015
実行委員長　　輿水大和
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日 本 顔 学 会 会 則
 1995 年 3 月 7 日　実　　施
 1998 年 10 月 3 日　改訂承認
 2003 年 2 月 25 日　改訂承認
 2004 年 9 月 25 日　改訂承認
 2009 年 10 月 31 日　改訂承認
 2010 年 10 月 23 日　改訂承認
 2011 年 9 月 23 日　改訂承認

第 1章　総　　則

第1条　本会は、日本顔学会（Japanese Academy of Facial Studies　略称は J-face）と称する。
第2条　本会は、顔に関する研究の発展を期し、あわせて顔学の普及を図ることを目的とする。
第3条　 本会の事務局は、㈱毎日学術フォーラム内（東京都千代田区一ツ橋 1-1-1　パレスサイドビル）に

置く。

第 2章　会　　員

第4条　本会の会員は、次の通りとする。
1．本会は個人会員、賛助会員をもって組織する。
2．個人会員：本会の目的に賛同する者で理事会の承認を得たもの。
3．賛助会員：本会の目的および事業に賛同支援する団体および機関などで、理事会の承認を得たもの。

第5条　本会に入会を希望するものは、入会金および年会費を添えて所定の手続きをとる。
第6条　個人会員および賛助会員は、会費を納めなければならない。
第7条　２年以上会費を未納のものは、理事会の承認を経て退会させることができる。

第 3章　総　　会

第8条　本会は、個人会員からなる総会を行なう。
第9条　 通常総会は、年１回会長により招集される。ただし必要に応じて会長は臨時総会を招集することが

できる。
　　　　総会の決定は、出席した個人会員の過半数をもって行なう。
第10条　総会は、次の事項を決定する。

1．役員の選出
2．予算及び決算
3．事業計画
4．会則、そのほかの諸規定の策定および改廃
5．そのほか、会の運営に関する重要な事項

第 4章　役 　　員

第11条　本会には、次の役員を置く。
1．会　　長　1 名
2．副 会 長　3 名以内
3．理　　事　若干名
4．監　　事　2 名
5．評 議 員　若干名

第12条　役員の職務は、次の通りとする。
1．会長は、本会を代表し、会務を総括する。
2．副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。
3．理事は、理事会を組織し、重要事項を審議すると共に、会長を補佐して会務を分掌する。
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会　則

4．監事は、会務ならびに会計を監査する。
5．評議員は、必要に応じて重要な事項を審議する。

第13条　役員は、個人会員のなかから選出し、その選出方法は次の通りとする。
1．会長、副会長、理事および監事は、理事会で推薦し、総会で承認を経るものとする。
2．評議員は、会長が理事会に諮り、これを委嘱する。

第14条　 役員の任期は、2 年とし、再任を妨げない。ただし、任期途中で補充された役員の任期は、残任期
間とする。

第 5章　役 員 会

第15条　 会長、副会長および理事は理事会を組織し、本会の目的達成のため必要事項を審議・企画し、実務
を処理する。

第16条　理事会は、構成員の 3 分の 2 以上の出席をもって成立し、議事は出席者の過半数をもって決定する。
第17条　 本会に顧問を置くことができる。顧問は会長が発議し、理事会の議を経て会長が委嘱する。
第18条　監事、顧問は、理事会に出席して、意見を述べることができる。
第19条　 理事会は、理事を補佐し実務を分担させるための理事補佐を若干名置くことができる。また、必要

を認めたときは、理事補佐に理事会への出席を求めることができる。
第20条　評議員会は、必要に応じて会長が招集し、重要な事項を審議する。

第 6章　事　　業

第21条　本会の目的を果たすために、次の事業を行なう。
1．年 1 回以上の学術集会の開催
2．年 1 回以上の顔研究に関する情報、会員の活動紹介を中心とした情報誌の発行。
3．そのほか、本会の目的を達成するために必要な事業。

第 7章　会　　計

第22条　本会の経費は、会員からの入会金および年会費のほか寄付金そのほかをもってあてる。
第23条　本会の入会金および年会費については、別に定める。
第24条　本会の会計年度は、1 月 1 日から 12 月 31 日までとする。

第 8章　会則の変更

第25条　本会則を変更するには、理事会の議を経て総会の決議を必要とする。

附　　則

1．本会則は、1995 年 3 月 7 日より実施する。
2．本会は、学会運営事務を、㈱毎日学術フォーラム内（東京都千代田区一ツ橋 1-1-1　パレスサイドビ

ル）に委託する。

会費に関する規定
　　会則第 22 条の本会の入会金および年会費は次の通りとする。
　 1．入会金　　個人会員　　1,000 円
　　　　　　　　賛助会員　　5,000 円
　 2．年会費　　個人会員　　5,000 円
　　　　　　　　賛助会員　　1 口 10,000 円　５口以上
この規定は、2005 年 1 月 1 日より適用する。
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日本顔学会誌投稿規定
（2002 年 01 月 20 日作成）
（2007 年 11 月 30 日改訂）
（2008 年 11 月 30 日改訂）
（2008 年 12 月  8 日改訂）

1．論文など、記事のカテゴリと内容
　日本顔学会誌（Journal of Japanese Academy of Facial Studies　KAOGAKU）は、日本顔学会の学術的交
流を幅広く支える情報交流の場を提供するものであり、学術論文をはじめ下表のようなカテゴリの記事を期
待している。投稿者は投稿しようとする内容によって下記のいずれのカテゴリが適当かを判断し、ページ数、
体裁などを決める。

表　日本顔学会誌の記事カテゴリと内容
カテゴリ 内容 刷り上りページ数※

学術論文 顔に関連する独創的な研究結果の報告、あるいは会員の参
考となるような新しいデータ、資料の報告等をまとめたも
の。

原則として
6 ページ程度

研究ノート 学術論文につながる新しい着想を速報するもの。新しい工
夫および研究成果を速報するもの。

原則として
3 ページ程度

トピックス 顔研究にとって話題性の高い事項を速報するもの。 原則として
1 ページ程度

解説論文 編集委員会から指定されたテーマについて会員に分かりや
すく述べたサーベイ的な論文や論説。

原則として
6 ページ程度

招待論文 編集委員会から指定された研究テーマについて詳しく述べ
た論文や論説。

原則として
6 ページ程度

特別寄稿 上記以外の、顔研究に資する内容の解説的な論文や論説。 原則として
6 ページ程度

作品コーナー 顔研究にまつわるビジュアルな作品も歓迎する。 数ページ
読者の声 学会活動／サービス等、学会全般に関する会員からの建設

的な意見、提案。
原則として
数行～ 1 ページ程度

その他 上記のカテゴリを越えた、新規な記事も歓迎する。 数ページ
※　上記の刷り上りページ数は、編集委員会が特に認めた場合は、この限りではない。

2．学術論文の性格についての基本方針
　本学会誌は幅広い記事を期待しているが、本学会の分野横断的性格を尊重するために、特に学術論文につ
いては次のような性格を期待している。

学術論文、研究ノートは、著者（筆頭）の専門分野に向けての知見、成果を問うものであると同時に、
当該専門分野に隣接する、少なくとも一つの関連分野に向けて、その波及効果、相乗的効果などを積
極的に謳っているものとする。
　例：「顔画像特徴抽出手法による歯科矯正治療術前評価法の研究」

3．投稿者の資格
　投稿者は原則として本会会員に限る。連名の場合は、少なくとも 1 名以上が会員であること。

4．投稿原稿の条件
　投稿規定第 1、2 項の他、原稿は以下の条件を満足すること。

　（1）原稿の主文章は日本語または英語であること。
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投稿規程

　（2）内容は未発表のものであること。
内容が既発表、公知または執筆要項を守られていない場合、不掲載とする。既発表のものとは、国内、
国外の学会誌、機関紙、商業誌、などに、その主要な部分が掲載されたものを意味する。ただし次の
ものは未発表とみなす。

（a） 既発表であるが、その一部を深く解析、更なる改善、または実験し、その部分にオリジナリティある
いは主張すべき点が認められるもの。

（b）研究ノート欄に掲載されたものを一層充実させて学術論文として投稿したもの。
（c）研究会、大会など学術講演、国際会議などにおける口頭発表論文を論文として投稿したもの。

5．投稿手続き
　原稿ならびに必要書類を一括して日本顔学会誌編集委員会へ送付する。

6．投稿原稿の取扱い
（1）投稿原稿が受理されると、E メールまたはファックスで受領した旨が通知される。
（2）投稿原稿は、編集委員会が依頼した査読委員により査読され、次のいずれかに決定される。
　　（a）掲載　（b）条件付掲載　（c）不掲載

（3）掲載が決定した場合は、その旨が投稿者に通知される。
（4） 条件付掲載と決定した場合は、掲載条件が呈示され、再投稿が求められる。再投稿された原稿は、

再査読され、条件を満たせば掲載としてその旨が投稿者に通知される。
（5）照会後 6 ヶ月以上経過して再投稿されたものは、新規の投稿原稿とみなされる。
（6）不掲載と決定した場合は、その理由を付して、原稿は投稿者に返送される。

7．校正
　著者校正は、初校のみとする。

8．別刷
　原稿が掲載された場合は、原則として 50 部以上の購入が義務付けられる。別刷は、筆者校正の際、希望
部数を申し出ること。別刷料金は別に定める。
　ただし、解説論文、招待論文、特別寄稿はこの限りではない。

9．著作権
　掲載した論文等の著作権は本学会に帰属する。なお、学会帰属が困難な場合は、申し出により、協議する。

10．倫理規定
　論文にて使用する画像を始めとする個人情報が、本来の利用目的と異なることが無いこと。場合によって
は、承諾書等の使用許可があることを論文中に明示すること。
　また、各大学や研究所等の倫理委員会に研究審査を申し出て、審査に通っている論文であるならばその旨
を記載し、可能であれば承諾書があることを論文中に明示すること。

以上。

第十五巻二十周年特集号（第二号）は、平成 27 年内の発刊予定です。



日本顔学会役員（2015 年度）
会　長 輿 水 大 和
副会長 橋 本 周 司 ・菅 沼 　 薫 ・ 島 田 和 幸
理事／理事補佐
　総　　　務 武 川 直 樹 ・ 青 木 義 満・今 井 健 雄 ・ 山田　寛
　会 員 管 理 原 島 　 博
　会　　　計 金 子 正 秀
　学　会　誌 辻　美千子 ・ 中 島 　 功 ／ 舟 橋 琢 磨 ・ 前 島 謙 宣
　ニューズレター 菅 沼 　 薫（副会長兼任） ・ 高野ルリ子 ／ 竹 原 卓 真 ・ 中 洲 俊 信
　電 子 広 報  輿 水 大 和（会 長 兼 任）・ 鈴 木 健 嗣 ／ 林　純一郎 ・ 冨 永 将 史 ・ 藤 原 孝 幸
　大　　　会 阿 部 恒 之 ・ 中 島 　 功 ／ 湯 浅 将 英
　企　　　画 宮永美知代 ・ 山 口 真 美 ・ 今 井 健 雄（総務兼任） ／ 渋 井 　 進 ・ 村 上 泉 子
　渉　　　外 赤 松 　 茂 ・ 寺 田 員 人 ・ 森 島 繁 生 ／ 中 村 典 史
監　事 馬 場 悠 男 ・ 竹 内 修 二
顧　問  池 田 　 進 ・ 奥 田 祥 子 ・ 香 原 志 勢 ・ 清 水 　 悌 ・ 塚 田 啓 一 ・大山紀美栄 ・ 
 村 上 伸 一 ・ 大 坊 郁 夫 ・ 小舘香椎子

日本顔学会編集委員会
委 員 長　　渋井　　進
副委員長　　金沢　　創
委　　員　　辻　美千子

　　齋藤　　功
　　竹内　修二
　　寺田　員人
　　冨永　将史
　　中島　　功
　　中村　　真
　　藤原　孝幸
　　宮永美知代

湯浅　将英
幹　　事　　舟橋　琢磨
幹事補佐　　前島　謙宣

顧　　問　　　　奥田　祥子
　　輿水　大和

幹事顧問　　林　純一郎
　　本郷　仁志

表紙デザイン　　宮下　英一
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人の“顔”がカギになる。
来訪者の確認や入館の制限など、施設の更なる
セキュリティー性・利便性を追求します。

商品企画統括部 商品企画二部
〒101-8977 東京都千代田区外神田4-14 -1　秋葉原ＵＤＸ　TEL：（03）5207-3020

信頼のネットワーク　全国97店
http://www.glory.co.jp/

通貨処理で培った識別・認識技術をベースに、
業界最高クラスの高精度顔認証を実現します。

登録は正面の顔写真1枚のみ。正面顔から、顔の
向きを変化させたテンプレートを自動生成します。








